
発行／栄村役場発行／栄村役場

主 な 内 容

■納税申告相談のお知ら せ

■能登半島地震への対応・ 防災講演会の開催

■物価高騰対策地域応援商品券を 配布し ます

■スマート フ ォ ン講習会を開催し ます

■教育委員会報

■議会報（ 第209号）
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広　 報

　 １ 月は各集落で道祖神祭り が行われま し た。

　 横倉集落では、 正月飾り やだる ま など を焚き 上

げ、 新年の無病息災、 家内安全など を願い、 残り

火の炭を 顔に塗る 独特の伝統が受け継がれてい

て、 小さ い子供から お年寄り ま で幅広い方々に

と って小正月の楽し い行事と なっていま す。

（ 写真： 横倉集落の道祖神祭り ）

～道祖神祭り ～



（ 2）広 報 さ か え令和６ 年２ 月１ 日

◆日程及び会場

納税申告相談会開催のお知ら せ

　 役場では、 下表のと おり 納税申告相談会を開催し ま す。 村民税・ 県民税の申告書と 必要書

類をご用意のう え、 各申告会場へお越し く ださ い。

相 談 日 会　 　 場 時　 　 　 間 対　 象　 地　 区

２ 月16日㈮ 栄村役場

多目的ホール

午前1０時～正午、 午後１ 時～午後４ 時
村内全域

２ 月17日㈯ 午前９ 時～正午、 午後１ 時～午後４ 時

２ 月19日㈪ 志久見公民館 午前1０時～正午、 午後１ 時～午後４ 時 雪坪　 志久見

２ 月2０日㈫ 北野天満温泉
午前９ 時～正午 ◎極野　 ◎中野　 ◎坪野

午後１ 時～午後５ 時 北野　 ◎当部　 天代　 ◎原向

２ 月21日㈬ 柳在家公民館 午前1０時～正午、 午後１ 時～午後４ 時 柳在家　 切欠

２ 月22日㈭ 大久保公民館 午前1０時～正午、 午後１ 時～午後４ 時 ◎野田沢　 大久保　 天地

２ 月26日㈪ 長瀬公民館 午前1０時～正午、 午後１ 時～午後４ 時 長瀬　 笹原

２ 月27日㈫ 月岡公民館 午前1０時～正午、 午後１ 時～午後４ 時 月岡　 ◎小滝　 ◎横倉

２ 月28日㈬ 白鳥公民館 午前1０時～正午、 午後１ 時～午後４ 時 白鳥

２ 月29日㈭ 箕作公民館 午前1０時～正午、 午後１ 時～午後４ 時 箕作　 ◎泉平

3 月１ 日㈮ 平滝公民館 午前1０時～正午、 午後１ 時～午後４ 時 平滝

3 月４ 日㈪ 青倉公民館 午前1０時～正午、 午後１ 時～午後４ 時 青倉

3 月５ 日㈫
秋山郷総合センタ ー

と ねんぼ

午前1０時～正午、 午後１ 時～午後４ 時 小赤沢

3 月6 日㈬ 午前９ 時～正午、 午後１ 時～午後3 時
◎屋敷　 ◎上野原

◎和山　 切明

3 月8 日㈮ 栄村役場

多目的ホール
午前９ 時～午後４ 時

森　 塩尻　 五宝木

3 月1０日㈰

村内全域
3 月12日㈫

栄村役場

第3 会議室
午前1０時～午後４ 時3 月13日㈬

3 月15日㈮

※◎印の地区は、 シャ ト ルバス を 運行し ま す。 運行日程表は対象地区の方へ配布し ま すので、 ご 確認く だ

さ い。

※会場の順番が昨年と 異なっ ている ため、 日程にご 注意く ださ い。

※休日の相談会を 、 ２ 月17日㈯と ３ 月10日㈰の２ 日間開催し ま す。 例年、 各地区会場へお越し になっ てい

た方も 、 混雑の防止にも なり ま すので、 是非ご 利用く ださ い。



広 報 さ か え（ 3） 令和６ 年２ 月１ 日

◆申告に必要な書類等

◆次に該当する方は、 信濃中野税務署へご相談く ださ い

◆医療費控除を 適用さ れる方へ

総務課　 税務係　 ☎0269-87-3111問合せ先

□令和６ 年度分　 村民税・ 県民税申告書　 　 □預金通帳（ 申告書本人名義） と その印鑑

□給与ま たは賃金・ 年金等の源泉徴収票　 　 □生命保険・ 個人年金・ 地震保険料等の払込証明書

□国民年金・ 厚生年金等の掛金年額のわかる 書類（ ハガキで証明書が届いていま す）

□医療費控除の明細書（ 支払内訳をま と めたも の、 ま たは医療費通知書）

□日雇いや出稼ぎのある 方は、 支払証明書等収入金額のわかる 書類

□事業所得については、 収入額と 支出額が照合でき る 書類

□障害者等控除を受ける 方は、 障害者手帳ま たは障害者控除対象者認定書

□利用者識別番号を取得済みの方は、 それがわかる 書類（ 税務署から のハガキ等）

□災害等によ る 雑損失の繰越額がある 方は、 昨年の確定申告の書類

□マイ ナンバーカード の写し 、 ま たは通知カード と 運転免許証等

・ 株式等の譲渡所得や配当所得がある 方、 先物取引や暗号資産（ ビッ ト コ イ ン等の仮想通貨） に係る 雑

所得がある 方

・ 青色申告の純損失の繰越し ・ 繰戻し や、 外国税額控除がある 方

・ 過年度分の申告や、 準確定申告（ 死亡し た方の所得に関する 申告） をする 方

・ 住宅借入金等特別控除を初めて受ける 方

　 令和６ 年度（ 令和５ 年分） の医療費控除の適用を 受ける 方は、「 医療費控除の明細書」 を添付する 必

要があり ま す。 事前に次のと おり に内容を整理し 、村民税・ 県民税申告書等と 一緒にお送り し ま し た「 医

療費控除の明細書」 へ記入をお願いし ま す。

①個人名ごと に分ける

②病院や診療所や薬局等ごと に分け、 金額を計算する

③保険や共済による給付や、 福祉医療により 補填さ れた金額を控除する

※医療保険者が発行し た「 医療費通知書」 がある方は、 会場にお持ちく ださ い。

所得税・ 個人消費税・ 贈与税の確定申告会場を 次のと おり 開設いたし ます。

★会　 場　 信濃中野税務署　 ２階会議室　 　 ★期　 間　 令和６年２月1 ６日㈮から ３月1 5日㈮まで

★時　 間　 相談受付： 午前８時３0 分から 午後４時まで 　 相談開始： 午前９時から

○確定申告会場の入場には、 次の方法により 発行さ れる入場整理券が必要です。

　 ①国税庁LIN E公式アカ ウント を通じ たオンラ イ ンでの事前発行

　 ②各会場で当日配付（ 配付状況により 、 相談受付を終了する場合があり ますので、 オンラ イ ンで

　 　 の入場整理券の事前発行をおすすめし ます。）

※確定申告会場では、 スマホ申告を基本と し た相談体制と し ており ます。

※マイ ナンバーカ ード を利用し て申告する場合は、 併せてパスワード （ ①数字４ 桁及び②英数字６ ～1 6 桁）

　 が分かるよう にし てお越し く ださ い。

※事前に国税庁ホームページなどで必要書類をご確認の上、 お越し く ださ い。

国税庁LIN E

公式アカ ウント

税 ら ら署 お務 の せか 知



（ 4）広 報 さ か え令和６ 年２ 月１ 日

令和6 年 能登半島地震による対応状況概要

　 1 月1 日に発生し た令和６ 年能登半島地震では、 石川県で最大震度７ を観測し 、 甚大な被害が発生

し ま し た。 栄村でも 震度５ 弱を観測し 、 村・ 消防団等の関係機関が災害対応にあたり ま し た。

　 ま た、 甚大な被害を受けている 石川県への支援については関係機関と 連携し ながら 対応を進めてい

ま す。

　 村では、平成23年３ 月12日に発生し た長野県北部地震と その大き な被害を長く 記憶にと ど め、

その教訓を 引き 継いで、 栄村が一丸と なっ て、 減災・ 防災のために努める こ と を 目的と し て、

３ 月12日を「 震災を忘れない栄村防災の日」 と 制定し ま し た。 今年度は、こ の「 栄村防災の日」

にあわせて、 地震の備えをテーマにし た講演会を開催し ま すので、 ぜひご参加く ださ い。

【 最大震度】 1 月1 日　 16時10分

・ 森地区： 震度５ 弱

・ 小赤沢地区： 震度３

【 被害状況】

・ 横倉地区（ 47世帯） の断水

　 1 月2 日　 10時～ 15時30分

【 村の対応状況】

〇1 月1 日　 17時　 災害警戒本部の設置

・ 被害状況の確認等

・ 1 月2 日　 被害状況の確認

・ 1 月５ 日　 12時　 災害警戒本部の廃止

①災害見舞金

・ 石川県輪島市、珠洲市、穴水町に各10万円を 送金し まし た。

・ 栄村役場及び秋山支所に募金箱を 設置し 、 被災地に送金を

行います。

②物的支援

・ 村から 飲料水を 石川県に提供する こ と を 決定し まし た。現

在、石川県庁で一括し て義援物資の調整を 行っ ており 、 連

絡があり 次第、 輸送を 予定し ています。

③人的支援

・ 長野県及び県内市町村が連携し た「 チームながの」 の枠組

みで石川県への支援に取り 組んでいます。

・ 1 月23日～ 27日の間、 役場職員1 名を 石川県輪島市に派

遣し 、 避難所支援にあたり まし た。 今後も 関係機関と 連携

し て、 人的支援を 実施予定です。

「 今、一人ひと り ができ る 災害の備え」 ～能登半島地震から 学ぶ巨大地震への備え～

「 震災を忘れない栄村防災の日」 講演会

●期　 日　 令和６ 年３ 月12日㈫　 13時30分～14時30分

●場　 所　 栄村文化会館　 かたく り ホール

●内　 容　 ・ 第１ 部（ 40分）

　 　 　 　 　 　 テーマ：『 能登半島地震から 学ぶ巨大地震への備えについて』

　 　 　 　 　 　 講　 師： 長野地方気象台　 南海ト ラ フ 地震防災官　 山崎 一郎 氏

　 　 　 　 　 ・ 第２ 部（ 20分）

   　 　 　 　 　 テーマ：『 防災情報を 活用し た災害への備えについて』

　 　 　 　 　 　 講　 師： 長野地方気象台　 次長　 宮内 誠司 氏

問　 総務課　 情報防災係　 ☎0269-87-3112

栄村での対応状況 石川県への支援内容

「 栄村防災の日」 講演会を行います「 栄村防災の日」 講演会を行います



広 報 さ か え（ 5） 令和６ 年２ 月１ 日

姉妹都市 武蔵村山市と の交流

　 1 月13・ 14日（ 土・ 日） に東京都江東区の東京ビ ッ グ サイ ト にて、「 移住・ 交流＆地域おこ し フ ェ ア

2024」 が開催さ れ、 建設課定住住宅係員1 名、 元地域おこ し 協力隊の佐藤慎平氏と 地域おこ し 協力隊の山

田慎氏（ 中央地区担当） の計３ 名で出展し ま し た。

　 当イ ベン ト は地方移住や２ 拠点移住に関心のある 方向けに開催さ れる イ ベン ト で、 毎年数千人の方が訪

れる 国内最大級の移住・ 交流イ ベン ト です。

　 イ ベン ト では主に移住希望者の相談対応を 行い、 ２ 日間で計79組の方に移住に関する ご 相談を いただき

ま し た。 ま た、 移住相談と 並行し て村内のイ ベン ト 、 観光についてP R を 行いま し た。

　 今回、 当村から は初出展と なっ たイ ベン

ト ですが、 予想よ り 多く のお客様にお越し

いただき 大変有意義な出展と なり ま し た。

　 今後も 移住定住に関する イ ベン ト に積極

的に参加し 、 移住者・ 関係人口増加につな

がる よ う 努めてま いり ま す。

建設課 定住住宅係  ☎0269-87-3113 / 総務課 企画財政係  ☎0269-87-3112問合せ先

「 移住・ 交流＆地域おこ し フ ェ ア2024」

に出展し まし た

武蔵村山市消防団出初式に出席し まし た！

　 1 月14日㈰令和６ 年武蔵村山市消防団出初式に滝澤

団長を はじ めと する 栄村消防団幹部が出席し ま し た 。

当日は、 晴天の中、 式典・ 訓練等を 見学し た他、 両市

村幹部によ る 意見交換を 行い、 親睦を 深めま し た。

　 武蔵村山市消防団と の交流は、 村観閲式への招待や

ラ ッ パ班の合同練習等、 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の

ま ん延前は積極的に行っ てき ま し た。 こ こ 数年はコ ロ

ナ禍で停滞し て

いま し たが、 今

年度から 積極的

な交流の再開に

向けて動き 出し

ており ま す！

●募集職種等　 道路維持管理作業員　 若干名

●必 要 資 格　 普通自動車の運転免許

　 　 　 　 　 　 　 業務遂行のための免許を 有する 者

及び技能・ 経験を 有する 者

●受付期間　 令和６ 年２ 月22日㈭ま で

●募集要項・ 受験申込書

　 詳細は募集要項を ご 覧く ださ い。

　 募集要項・ 受験申込書は、 栄村

役場及び秋山支所の窓口に配置し

てあり ま す。

　 ま た、 村ホーム ページ

から も ダウ ン ロ ード でき

ま す。

総務課　 情報防災係　 ☎0269-87-3112

問合せ先
総務課　 行政係　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 1 1 2

問合せ先

栄村会計年度任用職員を
追加募集し ま す

令和６ 年４ 月採用

栄村役場

ホームページ



（ 6）広 報 さ か え令和６ 年２ 月１ 日

物価高騰対策地域応援商品券 の 配布について

　 村では、 エネルギー、 食料品など 、 物価高騰によ り 、 家計の負担が大き く なっている 村民の生活への

支援と 、 村内経済活性化のため、「 物価高騰対策地域応援商品券」 の第２ 弾と し て、 村民1 人につき 、

8,000円分の商品券を 配布する こ と と し ま し た。 本商品券は500円券16枚綴り と なっ ており 、 ２ 月1 日か

ら 世帯主宛に簡易書留郵便にて順次郵送し ており ま す。（ ご不在で受取ができ なかっ たご家庭には再度

申請書を郵送いたし ま す。）

　 なお、本商品券は令和６ 年６ 月30日ま でご利用いただけま すので、村内の各店舗等でご活用く ださ い。

問　 商工観光課　 企業係

☎0 2 6 9 -8 7 -3 3 5 5  

デジタ ル活用支援推進事業

【 申・ 問】　 総務課　 情報防災係　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 1 1 2

　 デジタ ル機器等に対する 不安解消を目的と し て、 ス マート フォ ンの操作方法、 電

話のかけ方やカメ ラ の使い方、 安全対策など を学べる 参加費無料の講習会を開催し

ま す。 ス マホ初心者・ ま だス マホをお持ちになっていない方、 ど なたでも 参加でき

ま す。こ の講習会は、「 長野県版デジタ ル活用支援推進事業」 に採択さ れた、㈱NT T

ド コ モ長野支店と 村が連携協力し て実施する も のです。

【 日 程】 各コ ース開催日の1週間前までに、 情報防災係（ ☎0 26 9-87 -3 11 2）へお電話にてお申込みく ださ い。

開催日 場　 所 開　 始 終　 了 コ ース 講 座 内 容

２ 月20 日

㈫

栄村役場

第3会議室

10 時 1 1時 基礎編①
電源の入れ方、 ボタ ンの操作方法

電話のかけ方・ カ メ ラ の使い方

11 時 1 2時 基礎編② イ ンタ ーネッ ト の利用方法

13 時30 分 14 時3 0分 基礎編③ メ ールの利用方法

14 時30 分 15 時3 0分 基礎編④ アプリ のイ ンスト ール方法

２ 月27 日

㈫

栄村役場

第3会議室

10 時 1 1時 基礎編⑤ スマート フ ォ ンの安全な使い方

11 時30 分 12 時3 0分 基礎編⑥ SN Sの使い方

13 時30 分 14 時3 0分 応用編① 長野県がオススメ するアプリ 、 サイ ト の利用方法

２ 月29 日

㈭

栄村役場

第3会議室

10 時 1 1時 基礎編⑦ スマート フ ォ ンの安全な使い方

11 時 1 2時 基礎編⑧ SN Sの使い方

13 時30 分 14 時3 0分 応用編② 長野県がオススメ するアプリ 、 サイ ト の利用方法

第２弾

スマート フ ォ ン 講習会を開催し ます
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雪上運動会で交流しませんか？雪上運動会で交流しませんか？

　 ２ 月２３日（ 金・ 祝）、 姉妹都市の武蔵村山市を含む４ 市

町から 、 小学生４ ～６ 年生60 人が、 子ども 雪国体験事業

で栄村を訪れます。

　 午後２ 時より 雪上運動会をスキー場で行

いますので、 栄村の４ ～６ 年生の皆さ んも

ぜひ参加し てみませんか？

●申込期限 ２ 月2 0 日㈫

～村内の行事等を 写真で

お伝えし ます！～フォト ニュ ースフォト ニュ ース

楽
し
い
交
流
会
開
催
!!

各
集
落
の
道
祖
神
祭
り

　
上
郷
保
育
園
と
北
信
保
育
園
の
ひ

ま
わ
り
組
（
年
長
）
、す
み
れ
組
（
年

中
）、
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
組
（
年
少
）
が
、

１
月
18
日
㈭
に
さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ

ー
場
で
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
り
を
楽
し
ん
だ
り
、
雪
合
戦
を

し
た
り
、
雪
国
な
ら
で
は
の
遊
び
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　「
同
じ
名
前
だ
か
ら
憶
え
て
い
た

よ
～
」
と
、
す
っ
か
り
仲
良
く
な
っ

た
園
児
た
ち
も
。

　
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
楽
し
い
声
に

包
ま
れ
た
ス
キ
ー
場
で
し
た
。

　
１
月
上
旬
に
各
集
落
で
道
祖
神
祭

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
で
特
色
あ
る
道
祖
神
祭

り
。
ミ
カ
ン
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
お
菓

子
な
ど
を
撒
い
た
り
、
お
餅
を
焼
い

た
り
、
墨
で
顔
を
塗
っ
た
り
…
と
、

今
年
は
盛
大
に
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

Fa cebookホームページ

イ ベン ト の詳細はスキ

ー場ホームページ又は

SN Sを チェ ッ ク ！他に

もイベント があるかも ♪

〈 問合せ先〉　 さ かえ俱楽部スキー場　 ☎0 2 6 9 -8 7 -3 3 5 5

スキー場のイ ベント 予定

２ 月11 日㈰　 バレンタ イ ンチョ コ つかみ取り

２ 月18 日㈰　 スキーこ ども の日 宝さ がし  ※小学生のリ フ ト 料金無料

２ 月２３日㈮　 雪の日感謝ウィ ーク 　 信州プロレスショ ー

２ 月２5 日㈰　 雪の日抽選会

３ 月 ２ 日㈯　 さ かえキャ ンド ルナイ ト

　 小雪の影響によ り 一部のコ ース のみ滑走可

能での営業と なる 日が多かった1 月でし たが、

ス キー場に来てく ださ る お客様に楽し んでい

ただき たいと 各種イ ベン ト を 企画し ま し た。

　 1 月1 日は「 新春も ちつき イ ベン ト ！」 で、

県内外から お越し いただいたお客様にも 参加

し ていただき 、 お子様から 大人ま で掛け声と

と も に夢中になっ て杵を 振っ ていま し た。 き

なこ や大根おろ し など お好みの味

で楽し ま れていま し た。 他にも 、

き のこ 汁のふる ま いや、 焼き マシ

ュ マロ イ ベン ト を 行いま し た。

さかえ倶楽部スキー場情報！
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納
め
忘
れ
た
・
期
限
間
近
の

国
民
年
金
保
険
料
は

納
付
書
が
な
く
て
も

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
納
付
で
き
ま
す
！

　
納
付
で
き
る
保
険
料
は
前
月
分
以
前
の
国

民
年
金
保
険
料
と
追
納
の
申
し
込
み
が
承
認

さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
で
す
。
前
納
等
当
月

分
以
降
の
保
険
料
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を

　
利
用
し
て
い
る
方
は

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
、P

ay
-
ea

sy

（
ペ
イ
ジ

ー
）
納
付
に
必
要
な
情
報
が
連
携
さ
れ
ま
す

の
で
お
手
元
に
納
付
書
が
な
く
て
もP

a
y
-

ea
sy

（
ペ
イ
ジ
ー
）
納
付
で
き
ま
す
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を

　
利
用
し
て
い
な
い
方
は

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
上
に
表
示
さ
れ
る

情
報

・「
収
納
機
関
番
号
（
５
桁
）」

・「
納
付
番
号
（
16
桁
）」

・「
確
認
番
号
（
６
桁
）」

　
を
金
融
機
関
等

※

に
設
置
さ
れ
たP

a
y
-

ea
sy

（
ペ
イ
ジ
ー
）
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
入
力

す
る
こ
と
で
納
付
で
き
ま
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
納
付
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
左
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
利
用
開
始
で

き
ま
す
。

▼
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
か
ら

利
用
開
始
登
録
す
る
方
法

①
基
礎
年
金
番
号
・
ア
ク
セ
ス
キ
ー
を
準
備

②
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
な

　
ど
を
設
定

③
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

　
の
利
用
登
録
完
了

▼
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら

利
用
開
始
登
録
す
る
方
法

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン

②
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
内
の
「
も
っ
と
つ
な
が

る
」
を
選
択
し
自
動
で
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

と
連
携

③
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

　
の
利
用
登
録
完
了

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
番
号

　
問

　
☎
０
５
７
０
─

０
５
８
─

５
５
５

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
一
度
も

利
用
し
た
こ
と
が
な
い
方
の

利
用
開
始
方
法

マイ ナポータ ル

二次元コ ード

ねんき んネッ ト

二次元コ ード

国民年金保険料を

納付さ れる方へ

知っていますか？
1 回の通院で最大

3 回の処方が可能！リフィ ル処方せん
▼利用可否は処方せんを 確認

調剤実施回数（ 調剤回数に応じ て、□に「 レ 」 又は「 ×」 を ）

□１ 回目調剤日（ ● 年● 月● 日）　 　 　 □２ 回目調剤日

次回調剤予定日（ ● 年■ 月■ 日）　 　 　 次回調剤予定日

〈 リ フ ィ ル処方せんと は〉

　 リ フ ィ ル処方せんと は、症状が安定し ている 患者の場合、

一定期間・ 一定回数内であれば、 その都度診察を 受けなく

ても 繰り 返し 薬がも ら える 処方せんです。

　 通院負担が減る こ と で利便性が向上し 、 医療費の軽減効

果が期待でき ま す。

〈 リ フ ィ ル処方せんの使い方〉

・ 処方せんの「 リ フ ィ ル可」 欄に医師のチェック が 入って

いれば利用できます。

・ リ フ ィ ル処方せんは、 同じ 処方せんを 最大３ 回利用し ま

す＊。 ２ 回目以降に薬を 受け取る 際も 必要なため、 なく

さ ないよ う にし っ かり 保管

し ておき ま し ょ う （ コ ピ ー

不可・ 原本のみ）。

＊医師の判断により ２ 回になる

　 場合があり ます。

※リ フ ィ ル処方せんが『 利用でき るか』 は、 かかり つけの医療機関へ

お問合せく ださ い。
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健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

　
「
健
康
づ
く
り
」
に
つ
い
て
学
び
た

い
！
一
緒
に
取
り
組
む
仲
間
を
作
り
た

い
！
と
お
考
え
の
皆
様
、
こ
の
講
座
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
２
回
以
上
参

加
す
る
と
修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
、「
食

改
さ
ん
」
と
し
て
活
躍
で
き
ま
す
。
皆

様
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

申

・
問

　
北
信
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
健
康
づ
く
り
支
援
課

☎
０
２
６
９
─

６
２
─

６
３
１
１

日　 時 内　 容 料金・ 場所

２ 月20日㈫

9：30～12：30

・ 自分の食生活を振り 返ろう

・ 世代別の食生活ポイ ント を

知ろう

・ 美味し い減塩献立（ 調理実習）

◇場所

　 北信保健

　 福祉事務所

　（ 飯山市静間）

◇参加費

　 １ 回

　 500円程度

◇申込〆切

　 Ｒ ６ 年

　 ２ 月1６日㈮

３ 月６ 日㈬

9：30～12：30

・ 北信地域の健康課題と は？

・ あなたの手洗いは大丈夫？

・ 家庭ででき る食中毒予防

・ 季節の料理を作っ てみよう

（ 調理実習）

３ 月13日㈬

9：30～12：30

・ 食生活改善推進員と は？

・ 郷土料理を作っ てみよう

　（ 調理実習）

申＝申し 込み先 　 問＝問合せ先 　 予＝予約先

りよだ健保

自分自身の健康を知るチャ ンスです‼
　 ３ 月に、 各地区の保健推進員を 通じ て検診申込調査書を 配布し ま す。

　 自覚症状がないから こ そ、 1 年に1 回検診を 受けて自分の健康状態を チェ ッ ク し てみま せんか？

〈 令和６ 年度　 新たに始まる個別検診〉

　 ・ 乳がん検診（ マン モグラ フ ィ ー）　 ・ 子宮頸がん検診

　 希望さ れる 方は、 検診申込調査書の「 24． 個別検診」 に〇を し てく ださ い。

　 希望さ れた方に、 村から ク ーポン 券が郵送さ れま す。 料金は後日納付書でのお支払いに な り ま す。

　 注） 今ま で通り 村内での集団検診も あり ま す。

〈 あなたの受けら れる検診は？〉

　 ご 不明な点等がある 方は民生課 健康支援係　 ☎0269-87-3020ま でお問い合わせく ださ い。

Q 　 どんな風に変わるの？

A 　 村の集団検診と は別に、 自分の受けたい日にちと 医療機関を

　 　 選べるよう になり ます。

若年健診（ 20～39歳）

子宮頸がん検診

20歳以上　 女性

乳がん検診（ 超音波）

30歳以上　 女性

特定健診（ 40歳以上）

胃がん検診

大腸がん検診

肝炎ウイ ルス検診　 ※今まで検診を 受けていない40歳以上

前立腺がん検診　 50歳以上　 男性

肺がん検診（ CT）

結核検診（ レ ント ゲン）６5歳以上

乳がん検診（ マン モグラ フ ィ ー） 40歳以上　 女性

後期高齢者健診（ 75歳以上）

詳し く は、
3月に配布さ れる

『 栄村 健診・ 検診の手引き』
に記載さ れていますので

ご覧く ださ い。
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広報さ かえの外部サイト 配信を開始しました 　 ～広報をもっと 身近に～

　 村では、 よ り 多く の方が広報紙を 手軽に閲覧でき る よ う 、「 マチイ ロ 」 アプリ と 「 マイ 広報紙」、

「 nagano ebooks」 の３ つのサービ ス での配信を ス タ ート し ま し たので、 ぜひご 活用く ださ い。 そ

れぞれ利用料は無料です。（ 通信費は別途かかり ま す。）

①マチイ ロ

　 マチイ ロは、 スマート フ ォ ンやタ ブレッ ト 端末専用の無料アプリ です。 登録し た自治体

の広報紙発行日に、 プッ シュ 通知でお知ら せが届き ます。 ※アプリ の利用は無料ですが、

ダウンロード 時の通信費は利用者負担と なり ます。

　 利用方法は、「 Ap p  Stor e」・「 G oog le p lay」 から 「 マチイ ロ」 と 検索し 、 ダウンロー

ド し てく ださ い。 右の二次元コ ード から も ダウンロード でき ます。

②マイ 広報紙

　 マイ 広報紙は、 広報誌のデータ を記事ごと に分割し て、 イ ンタ ーネッ ト で無料配信する

サービスです。 パソ コ ンやスマート フ ォ ンなどを利用すれば、いつでも どこ でも 手軽に「 広

報さ かえ」 をご覧いただく こ と ができ ます。

　 利用方法は、 パソ コ ンやスマート フ ォ ンから 「 マイ 広報紙」 と 検索し 、 ホームページに

アク セスし てく ださ い。 右の二次元コ ード から も アク セスできます。

③n ag a n o  eb ook s

　「 n a g a n o  eb ook s」 は、 イ ン タ ーネッ ト 上で長野県の電子書籍を 無料で閲覧でき る

地域特化型電子書籍ポータ ルサイ ト です。

　 利用方法は、 パソ コ ンやスマート フ ォ ンから 「 nag ano eb ooks」 と 検索し 、 ホームペ

ージにアク セスし てく ださ い。 右の二次元コ ード から も アク セスできます。

マチイ ロ

マイ 広報紙

Ebook s

栄村奨学資金制度のご案内

　 村では、 経済的理由によ り 、 修学に困難がある 学生に対し 、 奨学資金を貸し 付ける 制度を実施し てい

ま す。

　 奨学資金は奨学生本人に貸し 付けし 、 奨学生本人が償還を負う も のです。 卒業後の生活設計等十分に

考慮し て申込みを行ってく ださ い。

　 申込書類は、 教育委員会事務局でお受け取り く ださ い。 なお、 申請は必ず学生本人が行っていただく

よ う お願いし ま す。

♦ 貸付対象者： 高等学校またはそれ以上の学校に在学する者、 又は予定する者。

♦ 貸 付 金 額： 月額１ 万円、 ２ 万円、 ３ 万円から 選択でき ます。

♦ 貸 付 方 法： 年４ 回、 ５ 月・ ８ 月・ 1 1 月・ ２ 月に３ ヶ 月分を 口座振込し ます。

♦ 貸 付 利 率： 無利子

♦ 償 還 方 法： 奨学資金を借り 終えた後、1 年間据置し 借入年数に応じ た年数で償還し ます。

♦ 申 込 期 間： 令和６ 年３ 月1 8 日㈪～３ 月2 5 日㈪

　 　 　 　 　 　 　 ※申込の受け付けは、 こ の期間限り です。

　 　 　 　 　 　 　 ※申込書類は、 ３ 月１ 日以降教育委員会事務局で受け取っ てく ださ い。

♦ 貸 付 決 定： ４ 月中に栄村育英基金運営委員会で審議し 貸付を 決定し ます。

問　 栄村教育委員会事務局　 ☎０２６９-８７-３１１８
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令
和
６
年
３
月
１
日
か

ら
、
栄
村
の
役
場
窓
口

で
全
国
の
戸
籍
証
明
書

等
を
発
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す

国
家
公
務
員
募
集
の

お
知
ら
せ

桑
原
全
利
副
村
長
退
任

　
人
事
院
は
2
0
2
4
年
度
に
次
の
国

家
公
務
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

◇
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
）
、

　
総
合
職
試
験
（
卒
程
度
試
験
）

・
受
付
期
間

　
　
2
月
5
日
㈪
～
2
月
26
日
㈪

・
第
一
次
試
験
日

　
3
月
17
日
㈰

◇
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

・
受
付
期
間

　
栄
村
に
本
籍
が
な
い
方
で
も
、
栄
村

の
役
場
窓
口
で
戸
籍
証
明
書
等
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
！

〈
注
意
点
〉

●
戸
籍
証
明
書
等
を
請
求
で
き
る
方

（
配
偶
者
、
直
系
尊
属
及
び
直
系
卑

属
）
が
、
役
場
窓
口
に
来
庁
し
、
請

求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
請
求
は
で
き

ま
せ
ん
。

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
い
な
い
一

部
の
戸
籍
証
明
書
は
請
求
で
き
ま
せ

ん
。

問
　
民
生
課

　
住
民
福
祉
係

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

母

子

孫

父

配
偶
者

本
人

き
ょ
う

だ
い

　
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、
令
和
6
年

1
月
30
日
を
も
っ
て
、
桑
原
全
利
副
村

長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
桑
原
副
村
長
は
、
令
和
2
年
6
月
22

日
よ
り
約
3
年
７
か
月
に
わ
た
り
、
副

村
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か

ら
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
2
月
22
日
㈭
～
3
月
25
日
㈪

・
第
一
次
試
験
日

　
6
月
2
日
㈰

◇
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）
、

一
般
職
試
験
（
社
会
人
経
験
（
係
員
級
）
）

・
受
付
期
間

　
6
月
14
日
㈮
～
6
月
26
日
㈬

・
第
一
次
試
験
日

　
9
月
1
日
㈰

【
注
】
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp

s
:/

/
w

w
w

.jin
ji.g

o
.jp

/
s
a
iy

o
/

sa
iy

o
.h

tm
l

問
　
人
事
院
関
東
事
務
局

　
　
☎
0
4
8
─

7
4
0
─

2
0
0
6
～
8

本
人
の
戸
籍
証
明
書
等
だ
け
で
は
な
く

・
夫
又
は
妻
（
配
偶
者
）

・
父
母
、
祖
父
母
な
ど
（
直
系
尊
属
）

・
子
、
孫
な
ど
（
直
系
卑
属
）

の
戸
籍
証
明
書
等
も
請
求
で
き
ま
す
！

①
ど
こ
で
も

　
本
籍
地
が
遠
く
に
あ
る
方
で

も
、
役
場
窓
口
で
請
求
で
き
ま

す
！

②
ま
と
め
て

　
ほ
し
い
戸
籍
の
本
籍
地
が
全
国

各
地
に
あ
っ
て
も
、
役
場
窓
口
で

ま
と
め
て
請
求
で
き
ま
す
！

こ
こ
が
便
利
に
！
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物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
ご
案
内

　
国
で
は
、
物
価
高
に
伴
う
影
響
を
受

け
た
生
活
者
を
引
き
続
き
支
援
す
る
た

め
、
低
所
得
世
帯
（
令
和
5
年
12
月
1

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
関
す
る
医
療
費
通
知

に
つ
い
て

　
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

で
は
、
被
保
険
者
の
皆
様
に
健
康
や
医

療
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
医
療
費
が
正
し
く
請
求
さ

れ
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た

令
和
６
年
度
「
長
野
県

シ
ニ
ア
大
学
北
信
学

部
」
募
集
に
つ
い
て

　
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
は
、
シ
ニ
ア
世

代
の
多
様
な
生
き
方
や
価
値
観
、
地
域

性
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
学
習
を
通
じ

て
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

・
対
象

　
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
県
内
在
住
者

・
会
場

　
飯
山
庁
舎
ほ
か

・
定
員

　
40
人
（
先
着
順
）

・
学
習
期
間

　
2
年
間

　
（
年
間
20
日
程
度

　
60
時
間
程
度
）

・
学
習
内
容

　
教
養
講
座
・
趣
味
健
康
交
流
講
座
・

地
域
づ
く
り
講
座

・
授
業
料

　
年
1
万
2
千
円

　
（
教
材
費
な
ど
別
途
負
担
あ
り
）

・
募
集
期
間

　
２
月
１
日
～
３
月
31
日

・
応
募
方
法

　
願
書
を
市
町
村
高
齢
者
窓
口
ま
た
は

飯
山
庁
舎
２
階
福
祉
課
へ
持
参
ま
た
は

郵
送

問
　
長
野
県
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
北
信
支
部

　
　
☎
０
２
６
９
─

６
２
─

３
７
２
５

め
に
、
医
療
費
通
知
を
年
１
回
送
付
し

て
い
ま
す
。
（
本
年
１
月
下
旬
ご
ろ
送

付
）

　
今
回
送
付
す
る
も
の
に
は
令
和
４
年

11
月
か
ら
令
和
５
年
10
月
ま
で
の
診
療

分
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年

分
の
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
の
申
告

を
さ
れ
る
方
は
、
送
付
さ
れ
る
医
療
費

通
知
と
併
せ
て
、
令
和
５
年
11
月
・
12

月
診
療
分
の
領
収
書
を
基
に
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。
令
和
５
年
11
月
・
12
月

診
療
分
は
、
令
和
７
年
送
付
予
定
の
医

療
費
通
知
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
12
月
１
日
時
点
で
被
保
険
者

が
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場
合
は
医
療
機

関
等
を
受
診
し
て
い
て
も
医
療
費
通
知

が
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
医
療
費
通
知
が
必
要
な
方
は
、
長

野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
ま
で

直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
　
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
　
保
健
事
業
室

　
　
☎
０
２
６
─

２
２
９
─

５
３
２
０

日
に
村
に
住
所
を
有
す
世
帯
）
に
対
し

給
付
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
世
帯
と
給
付
額

①
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
世
帯

　
（
世
帯
全
員
が
課
税
者
の
扶
養
で
あ

る
世
帯
は
対
象
外
）

　
給
付
額

　
一
世
帯

　
７
万
円

　
※
対
象
者
へ
は
1
月
中
旬
頃
通
知
を

発
送
し
て
い
ま
す

②
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
（
世

帯
全
員
が
所
得
割
課
税
者
の
扶
養
で

あ
る
世
帯
は
対
象
外
）

　
給
付
額

　
一
世
帯

　
10
万
円

③
子
ど
も
加
算

　
①
及
び
②
の
対
象
世
帯
で
18
歳
に
到

達
し
て
か
ら
3
月
31
日
を
迎
え
て
い
な

い
児
童
を
扶
養
す
る
世
帯

　
給
付
額

　
児
童
一
人
あ
た
り
5
万
円

　
※
②
及
び
③
の
対
象
者
へ
は
２
月
中

旬
頃
に
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

　
対
象
世
帯
に
は
通
知
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
が
、
対
象
と
思
わ
れ
る
が
通
知
が

届
か
な
い
と
い
う
方
は
お
問
合
せ
先
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
　
民
生
課

　
住
民
福
祉
係

　

　
　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
１
１
４

家
族
介
護
教
室
の
お
知
ら
せ

　
在
宅
で
ご
家
族
を
介
護
さ
れ
て
い
る

方
を
対
象
に
、
家
族
介
護
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

　
日
頃
の
在
宅
介
護
で
の
困
り
事
を
皆

で
共
有
し
た
り
、
講
師
の
先
生
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
し
て
疲
れ

た
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

・
日
時

　
3
月
13
日
㈬

　
10
時
～
12
時

・
場
所

　
役
場
２
階
大
会
議
室

・
講
師

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

施
設 

宅
幼
老
所 

き
ぼ
う

　
　
　
　
大
月  

肇
さ
ん

　

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の
ご

家
族
に
は
お
知
ら
せ
通
知
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
も
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

申

・
問

　
民
生
課

　
健
康
支
援
係

　
☎
０
２
６
９
─

８
７
─

３
３
０
１
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コ
ウ
モ
リ
と
い
う
動
物
①

～
誤
解
と
偏
見
と
真
実
～

希
少
動
植
物
調
査
員

か
ら
の
報
告
㊴

　
今
回
は
、
た
び
た
び
栄
村
を
訪
れ
、
カ

エ
ル
や
コ
ウ
モ
リ
の
調
査
を
さ
れ
て
い
る

新
潟
県
立
西
新
発
田
高
校
の
鷲
尾
和
行
先

生
か
ら
、
村
内
に
生
息
す
る
コ
ウ
モ
リ
に

つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
２

回
に
分
け
て
、
コ
ウ
モ
リ
の
生
態
や
村
内

の
希
少
な
コ
ウ
モ
リ
の
様
子
等
に
つ
い
て

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⬥
　
⬥

　
⬥

　
⬥

　
⬥

　

　
皆
さ
ん
は
、
コ
ウ
モ
リ
に
ど
の
よ
う
な

印
象
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
？
「
怖
い
」

「
気
持
ち
悪
い
」「
血
を
吸
う
」「
ど
っ
ち

つ
か
ず
」「
妖
怪
の
化
身
」
等
々
…
。
も

し
か
し
た
ら
好
印
象
の
人
は
少
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
申
し
上
げ
て
お
き
ま

す
。
本
州
の
コ
ウ
モ
リ
は
す
べ
て
食
虫
性

（
昆
虫
類
を
食
べ
る
）で
す
！
「
血
を
吸
う
」

種
類
（
和
名
チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
）
は
、
日

本
に
は
生
息
し
て
い
ま
せ
ん
! !
そ
れ
は
中

南
米
の
一
部
の
地
域
に
分
布
し
て
い
る
だ

け
で
す
。

　
コ
ウ
モ
リ
類
は
、
現
在
の
哺
乳
類
の
中

で
は
ネ
ズ
ミ
類
に
次
い
で
繁
栄
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。
そ
し
て
唯
一
、
飛
行
で

き
る
哺
乳
類
で
す
。
ほ
と
ん
ど
が
夜
行
性

で
、
視
力
で
は
な
く
超
音
波
の
反
響
に
よ

っ
て
暗
闇
の
中
を
飛
行
し
て
い
ま
す
。

　
食
性
も
多
様
で
す
。
昆
虫
類
、
小
鳥
や

小
動
物
、
魚
、
花
の
蜜
、
果
実
、
恒
温
動

物
の
血
液
な
ど
を
食
料
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
、
寒
帯
以
外
の
世
界
中
に
生
息

し
て
い
ま
す
。

身
の
回
り
に
暮
ら
す
ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ

　
皆
さ
ん
が
夕
方
市
街
地
で
見
か
け
る
コ

ウ
モ
リ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ

リ
と
い
う
種
類
で
し
ょ
う
。
以
下
は
ア
ブ

ラ
コ
ウ
モ
リ
を
例
に
、
コ
ウ
モ
リ
の
生
活

を
簡
単
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
は
、
空
を
飛
ぶ
虫
（
蚊

や
蛾
な
ど
）
を
食
べ
ま
す
。
飛
び
な
が
ら

虫
を
食
べ
る
と
こ
ろ
は
、
ツ
バ
メ
と
同
じ

で
す
。
ツ
バ
メ
は
益
鳥
と
し
て
有
名
で
す

が
、
コ
ウ
モ
リ
も
同
じ
よ
う
に
人
に
と
っ

て
は
益
獣
な
の
で
す
。
ツ
バ
メ
と
は
採
餌

の
時
間
帯
を
「
す
み
わ
け
」
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

　
ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
は
、
秋
に
オ
ス
と
メ

ス
が
出
会
っ
て
交
尾
を
し
、
翌
年
の
夏
に

２
～
３
匹
出
産
し
ま
す
。

飛
ぶ
こ
と
に
特
化
し
た
体
の
つ
く
り

　
コ
ウ
モ
リ
の
「
翼
」
は
、
実
は
ヒ
ト
の

手
と
同
じ
器
官
（
相
同
器
官
と
い
い
ま
す
）

で
す
。な
が
～
い
指
の
間
に
皮
膜
が
あ
り
、

そ
れ
が
翼
と
な
っ
て
空
を
飛
ぶ
の
で
す
。

　
空
を
飛
ぶ
た
め
に
は
、
体
を
軽
く
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
コ
ウ
モ

リ
は
自
身
の
骨
の
中
身
を
空
洞
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
飛
ぶ
た
め
の
胸
の
筋
肉
が

鳥
の
よ
う
に
発
達
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以

外
の
筋
肉
は
極
力
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
軽
量
化
に
成
功
し
た
わ
け
で

す
が
、足
の
筋
肉
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、

多
く
の
動
物
の
よ
う
に
立
つ
こ
と
が
出
来

な
く
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
飛
ん
で
い
な

い
時
は
足
の
爪
を
ひ
っ
か
け
て
、
逆
さ
に

な
っ
て
ぶ
ら
下
が
る
こ
と
し
か
で
き
な
く

な
っ
た
の
で
す
。
心
臓
や
血
液
循
環
機
能

も
特
殊
化
さ
せ
た
た
め
、
頭
に
血
が
上
る

こ
と
も
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　
コ
ウ
モ
リ
の
指
の
間
の
皮
膜
は
、
水
分

が
蒸
発
し
や
す
い
の
で
、
コ
ウ
モ
リ
は
大

量
に
水
を
飲
み
ま
す
。
夕
方
に
池
な
ど
で

コ
ウ
モ
リ
が
、
水
面
ギ
リ
ギ
リ
に
飛
ん
で

い
る
の
を
見
か
け
た
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
こ
れ
は
水
を
飲
ん
で
い
る
の
で
す
。

⬥
　
⬥

　
⬥

　
⬥

　
⬥

　

　
コ
ウ
モ
リ
類
は
、
栄
村
の
希
少
動
植

物
調
査
で
は
全
く
手
つ
か
ず
の
分
野
で
す
。

私
た
ち
の
す
ぐ
身
近
に
ま
だ
ま
だ
知
ら
な

い
自
然
の
世
界
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま
す
。

次
回
で
は
、
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
結

果
を
基
に
、
さ
ら
に
栄
村
の
希
少
な
コ
ウ

モ
リ
等
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
写
真
提
供
：
鷲
尾
和
行
先
生

（
栄
村
希
少
動
植
物
調
査
員
・
涌
井
泰
二
） 

村内でも 、 私たち のごく 身近に暮ら すアブ

ラ コ ウモリ 。

ウサギコ ウモリ

　 休眠し ている と き は、 長い耳は体の中に

折り たたんでいる 。

キク ガシラ コ ウモリ

 飛んでいる 姿から 、 コ ウモリ の翼は人の

手と 相同器官であるこ と がわかる 。



（ 14）広 報 さ か え令和６ 年２ 月１ 日

　 １ 月1 1 日㈭に森シニアク ラ ブの皆さ まを 講師にお迎えし 、 １ 年生がまゆ玉づく り に挑戦し まし た。 森シニ

アク ラ ブの皆さ まから 「 手の腹でよく こ ねて」「 こ ねるほど柔ら かく なるよ」「 耳たぶく ら いの柔ら かさ が良い

よ」 と アド バイ スをいただき 、 生徒達は力を入れてお湯と 米粉を混ぜてい

まし た。 繭の形、 まん丸のまゆ玉に加え、 ネコ やキノ コ 、 餃子の形など思

い思いの形をし たまゆ玉も できあがり まし た。 でき あがっ たまゆ玉は水木

に挿し 玄関に１ 日飾り 、 家に持ち帰り まし た。 まゆ玉を作るこ と で栄村の

伝統文化に触れるこ と ができ まし た。

　 道具や材料の準備も 森シニアク ラ ブの皆さ まにやっ ていただき まし た。

齋藤松太郎さ ん、 齋藤キヨ 子さ ん、 桒原千惠さ ん、 小林静子さ ん、 あり が

と う ございまし た。

　 エンゼルスから ド ジャ ースに移籍し たメ ジャ ーリ ーガー大谷

翔平選手から 日本全国の小学校に寄贈さ れたグラ ブが１ 月９ 日

㈫の３ 学期始業式に栄小の子ども たち にも お披露目さ れまし

た。 届いたのは左右合わせて３ つのグラ ブ。 子ども たちは目を

輝かせながら 、 グラ ブを見つめていまし た。 野球の楽し さ を感

じ 、 野球が好きになっ ても ら いたいと のメ ッ セージも 同封さ れ

ていまし た。 春になっ たら みんなで “野球し よう ぜ！”

子ども 教育係

栄小大好評！
栄村温泉めぐ り パンフ レッ ト

　 ６ 年生は村内に豊かに湧き出る温泉が複数あるこ

と に興味を持ち、 それぞれの温泉の効能、 施設の概

要や特徴などについて調べ、 おすすめポイ ント 、 温

泉豆知識などを パン フ レ ッ ト にまと めまし た。「 栄

村温泉めぐ り パンフ レッ ト 」 です。 村内の配布に続

き 、 1２月はお隣の飯山市で配布し まし た。 ６ 年生

は村を訪れた温泉客にプレゼント を用意し たこ と も

あり 、 パンフ レッ ト と あわせて大好評で、 県内外か

ら 反響の手紙や贈り 物が絶えません。 栄村の魅力を

発信し ています。

　 お正月休みも 近く なっ た1 ２月のある 日、 保育園

に素敵な年賀状が届き まし た。「 あけまし ておめで

と う ございます。 またいっ し ょ にあそぼう ね！」 一

人ひと り の手形と 獅子の折り 紙で作っ た年賀状は上

郷保育園のお友達から でし た。

　「 わーすごい！」 思いがけないプレ ゼン ト に子ど

も 達も 職員も 感激！早速お返し の年賀状を上郷保育

園に届けまし た。 こ んな交流ができ るよう になっ た

こ と 、 本当に嬉し く 思いまし た。

　 １ 月に引き 続き、 ２ 月も スキー場で一緒に遊ぶの

を楽し みにし ている子ども 達です。

　『 自学共育！』

大谷翔平選手寄贈グラ ブ

栄中　 栄村の伝統に挑戦し よう  ～まゆ玉づく り ～

今年も 一緒に遊ぼう ね！
～北信保育園と 上郷保育園の交流～

栄村教育委員会報 №21
発行： 栄村教育委員会事務局

２0 ２４年２ 月号

［ 北信保育園］ ［ 上郷保育園］



広 報 さ か え（ 15） 令和６ 年２ 月１ 日

　 １ 月２1 日㈰今年度１ 回目のつぐ ら づく り 講習会

が開かれまし た。 参加者は1 4 名、 昨年から 門戸を

広げ近隣市町村の方の参加も あり まし た。

　 講習会は３ 月まで毎月第３ 日曜日です。 多く の

方々のご参加お待ちし ています。

生涯学習係

栄村つぐ ら 振興会主催

つぐ ら 作り 講習会やっ ています！

　 今年度最後の自然学校は雪原でのスノ ーシュ ー歩き を し まし た。 普段は除雪し ておら ず立ち入るこ と がで

き ない菅沢。 今回特別に除雪オペレータ ーに道を開けていただき まし た。 ご協力いただきあり がと う ございま

し た。

　 スノ ーシュ ーを初めて見る・ 履く 子ども たちがほと んどでし たが、 雪の上ではおかまいなし ！急な上り も ス

イ スイ 歩いていまし た。 その後は、 雪のテーブルやイ スをつく り 、 溶かし た雪でスープを飲み、 ゆっ く り し た

時間を過ごし まし た。 来年度も 自然学校を開校予定ですので、 みなさ んご参加く ださ い。

村民みんなで 　

１ 月3 0 日　 ジオパーク フ ォ ト コ ンテスト 審査会

１ 月2 7 日　 自然学校「 真冬の森たんけん！」 in 菅沢

　 第９ 回苗場山麓ジオパー

ク フ ォ ト コ ンテスト の審査

会が栄村役場会議室におい

て行われまし た。

　 応募人数63 名、 計２8 8

点（ 過去最多） の作品が机上に並べら れ、 ８ 名の審

査員による厳正な審査が為さ れまし た。 審査結果の

詳細につき まし ては、 苗場山麓ジオパーク HPにア

ッ プさ れており ますので、 どう ぞご覧く ださ い。

〈 西部・ 豊栄・ 水内〉

２ 月1 5、 ２9 日、 3 月1 4日

※３ 月２8 日は回収のみ

〈 東部・ 秋山〉

２ 月1 6日、 ３ 月１ 、 １ 5 日

※3 月２9 日は回収のみ

〜こ ぞっ て

ご利用く ださ い！〜

移動図書巡回中！

日　 　 時： 令和６ 年３ 月1 0日㈰

　 　 　 　 　 競技開始　 午前９ 時

会　 　 場： さ かえ倶楽部スキー場

　 　 　 　 　 フ ァ ミ リ ーコ ース

参加資格： 栄村に在住または勤務し ている方

　 　 　 　 　 武蔵村山市スキー協会加入者

競技種目： 大回転（ ２ 本の合計タ イ ムで競う ）

応募方法： 下記二次元コ ード から 応募

応募〆切： 令和６ 年２ 月２２日㈭

第5 3 回栄村スキー大会出場者募集

コ チラ から

アク セス

苗場山麓

ジオパーク

H P

冬はみんなで

“ スキーし よう ぜ! ”



●発行／栄村議会　 　 ●責任者／上倉敏夫　 　 ●編集／議会報編集委員会

内容： ◦ 行政視察研修報告　 ◦ 主な可決案件　 ◦ 令和5 年度予算推移　 ◦ 意見書１ 件を 提出

　 　 　 ◦ 一般質問８ 名　

第209 号栄村議会報

　
千
葉
県
い
す
み
市
、
房
総
半
島
南
東

部
に
位
置
す
る
人
口
約
３
万
６
千
人
の

ま
ち
。

　
実
際
に
訪
れ
て
み
る
と
よ
く
わ
か
り

ま
す
が
、
海
に
面
し
（
九
十
九
里
浜
）
、

陸
に
は
標
高
は
高
く
な
い
も
の
の
多
く

の
山
が
連
な
る
、
い
わ
ば
「
田
舎
の
ま

ち
」
で
す
。

　
ま
ち
の
中
を
走
る
と
、
道
路
は
け
っ

し
て
広
く
な
く
、
昔
な
が
ら
の
街
並
み

が
続
き
ま
す
。
い
す
み
市
は
、「
自
然
の

恵
み
豊
か
な
里
山
・
里
海
地
帯
」
で
あ

る
こ
と
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
こ
の
い
す
み
市
で
日
本
社
会

の
あ
る
べ
き
未
来
図
を
示
す
よ
う
な

“
壮
大
な
実
験
”
と
も
言
う
べ
き
こ
と

が
２
つ
、
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
の
完
全
有
機
化
と
、
Ｊ
Ｒ

が
廃
線
に
し
た
ロ
ー
カ
ル
線
の
地
域
力

で
の
再
生
・
活
性
化
で
す
。

学
校
給
食
で
提
供
す
る
お
米
を

す
べ
て
有
機
栽
培

「
そ
ん
な
こ
と
が
、
ど
う
し
た
ら
、

出
来
る
の
だ
ろ
う
？
」

　
い
す
み
市
に
は
小
学
校
９
校
と
中
学

校
３
校
が
あ
り
、
全
児
童
生
徒
数
は
２
，

０
６
５
人
（
令
和
５
年
度
）
。

　
年
間
給
食
実
施
日
１
９
９
日
の
う
ち

米
食
提
供
日
１
６
０
日
に
ご
は
ん
の
全

量
が
有
機
栽
培
米
で
提
供
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
量
は
31
ト
ン
（
精
白
米
ベ
ー

ス
）
に
達
し
ま
す
。

公
共
調
達
が
一
つ
の
鍵

　
有
機
米
は
４
３
０
円
／
㎏
で
、
普
通

米
２
２
８
円
／
㎏
と
較
べ
て
２
０
２
円

／
㎏
高
い
で
す
。

　
こ
れ
に
年
間
使
用
有
機
米
量
を
掛
け

る
と
６
２
６
万
２
，
８
０
８
円
、
こ
れ

を
保
護
者
負
担
に
す
る
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
い
す
み
市
は
こ
の
６
２
６

万
円
余
を
公
費
負
担
と
し
て
い
ま
す
。

　
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
デ
ン
マ
ー

ク
等
々
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
、
そ
し
て

お
隣
の
韓
国
で
有
機
栽
培
の
農
産
物
が

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
鍵
は
公
共
調
達

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
、
病
院
、
介
護
施
設
な
ど
で
提

供
さ
れ
る
食
事
の
多
く
を
有
機
農
産
品

使
用
に
切
り
換
え
て
い
る
の
で
す
。

平
坦
で
は
な
か
っ
た
道
の
り

「
小
さ
な
営
農
組
合
の
取
り
組
み
」

　
い
す
み
市
で
お
米
の
有
機
栽
培
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
の
は
ち
ょ
う
ど
10

年
前
の
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
の

こ
と
。

　
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
兵
庫
県
豊
岡
市
を

モ
デ
ル
と
し
て
、
「
自
然
と
共
生
す
る

里
づ
く
り
連
絡
協
議
会
」
が
前
年
の

２
０
１
２
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
・
副
市
長
、
副
会
長
・
Ｊ
Ａ
組

行

研

視

報

政

修

察

告

未
来
図
指
し
示
す
壮
大
な
取
り
組
み
、

千
葉
県
い
す
み
市
で
学
ん
で
き
ま
し
た

いすみ市役所で担当から 有機米の取り 組

みについて説明を聞きまし た。

峰谷営農組合の事務所（ 地区集会所）

で組合長（ 中央） から の取り 組みに

ついて説明を受けまし た。
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失
敗
。
田
ん
ぼ
に
は
雑
草
が
繁
茂
し
、

除
草
作
業
に
大
変
な
労
力
と
時
間
を
費

や
す
ば
か
り
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
し
か
し
、
峰
谷
農
事
組
合
の
人
た
ち

は
挫
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
太
田
洋
市
長
に
「
有
機
稲
作
を
学
ぶ

必
要
が
あ
る
」
と
提
案
。
有
機
稲
作
の

第
一
人
者
で
あ
る
民
間
稲
作
研
究
所
の

稲
葉
光
圀
氏
（
２
０
２
０
年
没
）
に
指
導

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
稲
葉
氏
の
有
機
稲
作
の
ポ
イ
ン
ト
は

「
除
草
で
は
な
く
抑
草
」
と
い
う
着
想

と
技
術
。

　
し
か
し
、
稲
葉
氏
は
技
術
か
ら
説
き

始
め
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
日
本
の
食
料
自
給
率
の
極
端
な
ま
で

の
低
さ
、
食
品
添
加
物
、
残
留
農
薬
、

遺
伝
子
組
み
換
え
等
々
の
問
題
、
生
態

系
と
深
く
関
わ
る
農
業
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
と
い
う
状
況
の
中
で
「
い
す
み
市

で
は
何
を
す
る
の
で
す
か
？
」
と
問
い

合
長
、
事
務
局
・
市
役
所
農
林
課
で
、「
生

物
多
様
性
」
と
「
水
稲
」
の
２
部
門
を

設
け
ま
し
た
。

　
だ
が
、
こ
の
時
点
で
、
有
機
農
業
者

は
ゼ
ロ
で
し
た
。

　
手
探
り
の
水
稲
無
農
薬
栽
培
に
最
初

に
挑
戦
し
た
の
は
、
戸
数
21
戸
、
営
農

面
積
16
ha
余
の
小
さ
な
中
山
間
地
集
落

の
峰
谷
（
み
ね
や
）
営
農
組
合
。

　
地
理
的
環
境
と
い
う
面
で
い
え
ば
、

栄
村
の
大
久
保
集
落
や
志
久
見
集
落
の

よ
う
な
感
じ
。

　
ま
た
、
営
農
組
合
の
仕
組
み
、
そ
の

後
の
農
事
組
合
法
人
へ
の
発
展
と
い
う

組
織
展
開
の
面
で
は
月
岡
集
落
に
似
て

い
ま
す
。

　
21
戸
が
集
ま
っ
て
営
農
面
積
16
ha
と

い
う
小
さ
な
営
農
組
合
が
、
「
集
落
の

農
地
を
絶
対
に
荒
ら
さ
な
い
」
、
そ
し

て
、
「
集
落
を
守
り
、
持
続
さ
せ
る
、

発
展
さ
せ
る
」
と
い
う
こ
と
で
一
致
結

束
し
て
い
る
こ
と
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

れ
ま
で
ま
っ
た
く
経
験
が
な
い
水
稲
無

農
薬
栽
培
に
挑
戦
す
る
と
い
う
意
思
を

形
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
点
を

し
っ
か
り
と
受
け
と
め
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

　
峰
谷
営
農
組
合
が
２
０
１
３
年
に
取

り
組
ん
だ
の
は
、
３
名
の
組
合
員
に
よ

る
22
ａ
の
田
ん
ぼ
で
の
農
薬
・
化
学
肥

料
不
使
用
で
の
米
作
り
で
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
も
の
の
見
事
に
大

か
け
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
稲
葉
氏
の
問
い
か
け
を
う
け
た

峰
谷
営
農
組
合
、
そ
し
て
い
す
み
市
の

人
た
ち
は
、
「
日
本
の
農
業
の
現
実
、

し
た
が
っ
て
ま
た
自
分
た
ち
の
農
業
の

い
ま
の
現
状
を
ど
う
考
え
、
何
を
、
ど

の
よ
う
に
、
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
」
を
真
剣
に
考
え
ぬ
か
れ

た
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
稲
葉
氏
が
伝

授
さ
れ
る
有
機
稲
作
の
技
術
の
吸
収
が

き
わ
め
て
順
調
に
進
ん
だ
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

移
住
者
増
加
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

　
２
０
１
４
年
は
、
稲
葉
氏
の
教
え
に

従
い
、
抑
草
栽
培
を
行
い
、
有
機
米
４

ト
ン
を
生
産
。

　
そ
し
て
、
そ
の
活
用
法
と
し
て
、
農

家
か
ら
市
へ
「
学
校
給
食
で
子
ど
も
た

ち
に
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
提
案
。

　
こ
れ
を
市
長
が
受
け
と
め
て
、

２
０
１
５
年
度
は
１
ヶ
月
間
、
学

校
給
食
で
地
元
産
有
機
米
を
提
供
。

　
こ
れ
が
大
好
評
を
生
み
、
市
長
や
前

述
の
協
議
会
が
「
学
校
給
食
の
全
量
有

機
米
化
」
を
推
進
。

　
２
０
１
８
年
度
に
給
食
の
有
機
米

１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
お
米
だ
け
で
な
く
、
有
機

野
菜
も
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
学
校
給
食
の
有
機
化
と
と
も
に
、
残

食
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
で
す
。

　
有
機
野
菜

作
り
に
は
移

住
者
も
取
り

組
ん
で
い
る

そ
う
で
す
。

　
東
京
で
暮

ら
し
て
き
た

ご
夫
婦
が
定

年
を
前
に
い

す
み
市
に
移

住
し
、
農
業

経
験
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー

ト
で
、
有
機

野
菜
作
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
給
食
の

食
材
提
供
を

で
き
る
ま
で

に
な
っ
た
と

い
う
事
例
も

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
有
機
給
食
の
評
判
を
聞
き
、

「
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
」
と

し
て
、
移
住
す
る
若
い
世
帯
も
多
い
そ

う
で
す
。

　
有
機
栽
培
の
広
が
り
は
い
す
み
市
で

移
住
者
が
全
世
代
で
伸
び
て
い
る
こ
と

の
一
因
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
な
お
、
稲
作
で
は
、
い
す
み
市
全
体

で
慣
行
栽
培
か
ら
有
機
栽
培
へ
の
転
換

が
進
み
、
水
稲
作
付
面
積
１
，
７
９
７

手作業で行う 雑草の抑草作業

有機米を使っ た学校給食ブラ ンド 米の「 いすみっ こ 」
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小
湊
（
こ
み
な
と
）
鉄
道
と
接
続
す
る
。

　
い
わ
ゆ
る
三
セ
ク
鉄
道
の
い
す
み
鉄

道
で
す
。

　
元
は
と
言
え
ば
、
国
鉄
木
原
線
。

　
い
ま
、
大
赤
字
で
「
有
名
」
に
な
っ

て
い
る
久
留
里
線
と
つ
な
が
る
予
定
だ

っ
た
路
線
で
す
。

　
国
鉄
民
営
化
で
Ｊ
Ｒ
木
原
線
と
な
っ

て
間
も
な
く
、
Ｊ
Ｒ
が
撤
退
し
、
い
わ

ゆ
る
三
セ
ク
鉄
道
と
な
り
ま
し
た
。

　
い
す
み
鉄
道
は
今
年
９
月
台
風
13
号

で
大
き
な
被
害
を
受
け
、
私
た
ち
が
訪

れ
た
11
月
７
日
の
時
点
で
は
路
線
の
半

分
以
上
が
不
通
区
間
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
大
喜
多
駅
に
留
置
さ
れ
て

い
る
キ
ハ
52
形
車
両
（
か
つ
て
長
野
県

大
糸
線
で
急
行
列
車
と
し
て
使
用
さ
れ

た
も
の
）
の
中
で
私
た
ち
に
い
す
み
鉄

道
の
話
を
し
て
下
さ
っ
た
社
長
・
古
竹

　
黄
色
い
菜
の
花
と
桜
が
咲
き
誇
る
中

を
、
黄
色
の
旧
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
両
が

ゴ
ト
ゴ
ト
と
走
る
。

　
そ
ん
な
映
像
を
一
度
や
二
度
は
テ
レ

ビ
で
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
で
し

ょ
う
。

　
い
す
み
市
の
中
心
部
・
大
原
と
房
総

半
島
ど
真
ん
中
の
上
総
（
か
ず
さ
）
中

野
駅
の
26
・
８
キ
ロ
を
走
り
、
同
駅
で

だ
と
思
い
ま
す
。

　
里
山
と
い
う
生
態
系
を
大
事
に
し
、

有
機
栽
培
で
農
業
を
経
済
的
に
成
り
立

つ
も
の
に
す
る
、
同
時
に
、
子
ど
も
た

ち
が
安
全
に
、
そ
し
て
伸
び
伸
び
と
育

つ
環
境
を
創
り
出
し
て
い
く
─
─
そ
う

い
う
持
続
可
能
な
未
来
へ
の
道
が
切
り

拓
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
過

言
で
は
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

栄
村
と
し
て
学
ぶ
こ
と

　
わ
が
栄
村
で
は
こ
の
4
年
間
、
希
少

動
植
物
調
査
が
実
施
さ
れ
、
多
く
の
希

少
種
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
栄
村
も

非
常
に
豊
か
な
生
態
系
に
恵
ま
れ
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

保
全
し
て
い
く
の
か
、
保
全
で
き
る
の

か
、
こ
の
点
を
明
確
に
し
て
い
く
の
が

こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
「
希
少
種
を

守
る
」
と
い
う
だ
け
で
は
希
少
種
の
保

全
も
困
難
で
し
ょ
う
。
や
は
り
《
里
山

環
境
を
創
り
出
し
た
農
の
営
み
を
ど
の

よ
う
に
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く

か
》
─
─
こ
れ
が
核
心
で
あ
り
、
中
山

間
地
域
直
払
制
度
・
集
落
営
農
の
発
展

と
自
然
環
境
（
生
物
多
様
性
・
生
態

系
）
保
全
の
結
合
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
だ
、
こ
の
こ
と
を
強
く
教
え
ら
れ
た

視
察
研
修
で
し
た
。

【
学
校
給
食
の
全
量
有
機
米
化
に
つ
い

て
は
、
い
す
み
市
役
所
農
林
課
有
機
農

ha
中
の
38
ha
に
伸
び
て
い
ま
す
。

　
有
機
米
は
「
い
す
み
っ
こ
」
と
い
う

名
称
で
市
場
で
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
も
成

功
し
、
農
家
収
入
の
増
加
に
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

生
態
系
へ
の
注
目
が
重
要

　
い
す
み
市
で
は
、
給
食
米
の
有
機
米

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
小
学
校
５
年

生
を
対
象
と
し
て
、
年
間
30
時
限
、「
い

す
み
教
育
フ
ァ
ー
ム
田
ん
ぼ
と
里
山
と

生
物
多
様
性
」
と
い
う
総
合
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
２
０
１
６
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
田
植
え
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
田
ん

ぼ
の
草
取
り
、
田
ん
ぼ
と
そ
の
周
辺
の

生
き
も
の
観
察
、
生
産
者
や
管
理
栄
養

士
と
の
お
話
し
会
な
ど
、
多
様
な
内
容

で
す
。
そ
の
手
引
き
と
し
て
、
『
い
す

み
の
田
ん
ぼ
と
里
山
と
生
物
多
様
性
』

と
い
う
冊
子
も
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
非

常
に
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
が
小
学
生
に

も
理
解
で
き
る
平
易
さ
で
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　
有
機
米
栽
培
へ
の
取
り
組
み
の
そ
も

そ
も
の
き
っ
か
け
が
２
０
１
２
年
の

「
自
然
と
共
生
す
る
里
づ
く
り
連
絡
協

議
会
」
の
設
立
で
あ
っ
た
こ
と
を
冒
頭

の
方
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
そ
の
時
点
で
《
生
態
系
》
に
着
目
し

て
い
た
こ
と
が
と
て
も
重
要
だ
っ
た
の

テレビでよく 見るあの黄色い汽車です

懐かし い汽車の中での古竹社長によるい

すみ鉄道の説明をいただきまし た。

一
度
は
テ
レ
ビ
で
見
た
こ
と
が

あ
る
鉄
道

「
い
す
み
鉄
道
」

を
訪
ね
ま
し
た

業
推
進
班
主
査
の
鮫
田
晋
（
さ
め
だ
・

す
す
む
）
さ
ん
、
農
事
組
合
法
人
み
ね

や
の
里
の
矢
澤
喜
久
雄
さ
ん
に
ご
案

内
・
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
】
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と
し
て
、
飯
山
線
を
多
面
的
に
活
用
・

活
性
化
さ
せ
る
方
策
を
創
り
出
し
て
い

こ
う
！
と
い
う
思
い
を
強
く
抱
い
た
次

第
で
す
。

　
研
修
は
11
月
６
日
～
７
日
の
２
日
間

で
行
い
、
議
員
７
名
、
事
務
局
１
名
の

計
８
名
で
行
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
役
場
を
午
前
５
時
半
に
バ
ス

で
出
発
、
い
す
み
市
役
所
に
午
後
１
時

過
ぎ
に
到
着
と
い
う
強
行
軍
で
し
た

が
、
し
か
し
、
「
行
っ
た
甲
斐
が
あ
っ

た
！
」
と
確
言
で
き
る
有
意
義
な
視
察

で
し
た
。

　
長
い
旅
を
快
適
な
旅
と
し
て
く
れ
た

森
宮
交
通
の
鈴
木
貴
運
転
手
さ
ん
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
松
尾

眞
）

孝
一
氏
は
底
抜
け
に
明
る
く
、
お
話
し

上
手
な
素
敵
な
方
で
し
た
。

　
古
竹
社
長
、
じ
つ
は
四
国
・
高
松
市

の
タ
ク
シ
ー
会
社
の
二
代
目
。

　
平
成
30
年
、
社
長
公
募
に
手
を
挙
げ
、

３
代
目
社
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
台
風
13
号
被
害
も
あ
り
、
今
年
度
は

経
費
３
・
３
億
円
に
対
し
て
営
業
売
上

は
１
・
２
憶
円
で
２
・
１
億
円
の
大
赤
字
。

　
千
葉
県
が
１
・
２
億
円
、
沿
線
の
２

市
２
町
が
９
千
万
円
の
計
２
・
１
億
円

を
支
援
拠
出
し
て
い
ま
す
。

「
何
も
な
い
か
ら

関
係
を
作
っ
て
い
く
」

　
古
竹
社
長
が
力
説
さ
れ
た
こ
と
は
、

「
何
も
な
い
か
ら
関
係
を
作
っ
て
い
く
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

１
年
間
の
研
修
を
経
て
、
運
転
士
資
格

試
験
に
見
事
に
合
格
。

　
こ
れ
が
起
爆
剤
に
な
っ
て
、
今
年
は

18
歳
の
新
人
が
入
社
。
30
年
ぶ
り
の
こ

と
で
す
。

　
私
た
ち
が
古
竹
社
長
の
お
話
を
お
聞

き
し
た
後
、
大
喜
多
～
国
吉
駅
間
を
乗

車
し
た
列
車
を
運
転
し
て
い
た
の
は
玉

尾
さ
ん
で
し
た
。
笑
顔
が
素
敵
な
好
青

年
。
い
ま
や
S
N
S
、
動
画
サ
イ
ト
で

“
有
名
人
”
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
よ
っ
て

し
き
り
に
「
大
赤
字
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
展
開
さ
れ
る
飯
山
線
、
と
く
に
戸
狩

野
沢
温
泉
駅
～
津
南
駅
区
間
。

　
い
す
み
鉄
道
・
古
竹
社
長
の
「
何
も

な
い
こ
と
は
な
い
！
住
め
ば
都
！
宝
の

山
で
あ
る
」
と
い
う
思
い
を
我
が
も
の

　
た
と
え
ば
、
「
単
独
よ
り
合
わ
せ
技

で
発
信
力
を
強
め
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

小
湊
鉄
道
、
銚
子
電
鉄
、
紀
州
鉄
道
、

こ
と
で
ん
（
高
松
市
）
な
ど
の
三
セ
ク
・

私
鉄
同
士
で
連
携
し
て
い
く
。

　
撮
り
鉄
が
多
い
こ
と
に
目
を
つ
け
、

迷
惑
が
る
ど
こ
ろ
か
、
マ
ナ
ー
講
習
を

会
社
が
率
先
し
て
行
い
、
A
R
T
（
芸

術
）
や
A
C
T
I
O
N
（
行
動
）
と
い

う
形
で
集
客
の
増
加
に
変
え
て
い
く
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
手
を
結
び
、
学

生
た
ち
を
い
す
み
鉄
道
に
誘
っ
て
、
い

ろ
ん
な
参
加
型
事
業
で
次
世
代
に
繋
い

で
い
く
、
等
々
。
古
竹
社
長
は
尽
き
る

こ
と
の
な
い
ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ン
で
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら

三
セ
ク
化
以
降
初
の
運
転
士
が

　
「
何
も
な
い
」
＝
人
材
も
不
足
と
い

う
こ
と
で
、
４
年
前
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
募
集
。
鉄
道
会
社
が
協
力
隊

募
集
な
ん
て
発
想
法
、
驚
き
で
す
。

　
隊
員
の
玉
尾
さ
ん
、
３
年
満
了
後
、

私たちが乗車し た「 なつかし い」 車両です。

私たちの他に乗車し ていたのは２ 名でし た。

最後は古竹社長も 一緒に我々に手を振っ てく れま

し た。

玉尾さ んは運転し ながら 沿線の有名な場所など

のアナウンスも 二刀流で行っ ていまし た。

新人運転士の玉尾さ ん
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令和5 年1 2 月定例会・ 令和6 年1 月臨時会　 主な可決案件

案　 件　 名 内　 　 容

◆専決処分について【 令和５ 年度　 栄

村一般会計補正予算（ 第３ 号） につ

いて】

・ 現在進めている信濃川水系緊急治水対策プロジェ ク ト 事業の中で、 月岡

の旧重機車庫周辺に設置さ れている防犯カ メ ラ を一時撤去する経費

・ 補正額： 3, 872千円

◆令和５ 年度　 栄村一般会計補正予算

（ 第４ 号）

・ ふるさ と 納税の寄付増による返礼品に係る経費： 1, 608千円

・ マイ ナンバーに係るシステム改修委託料： 679千円

・ 燃料費等、 価格高騰に伴う 道踏み支援員賃金単価改正による増額

　 ： 1, 300千円

・ 燃料代、 電気料金高騰に伴う 温泉観光施設指定管理委託料の増額

　 ： 6, 000千円など

・ 補正額： 13, 103千円

◆令和５ 年度　 栄村国民健康保険特別

会計（ 事業勘定） 補正予算（ 第１ 号）

・ 国保税制改正に伴う システム改修費

・ 補正額： 341千円

◆令和５ 年度　 栄村介護保険特別会計

補正予算（ 第２ 号）

・ 介護報酬改定に伴う 介護保険料算定用システム改修費用： 382千円

・ 居宅介護給付費の不足による追加： 9, 000千円

・ 償還金： 6, 229千円など

・ 補正額： 16, 632千円

◆令和５ 年度　 栄村介護サービス特別

会計補正予算（ 第１ 号）

・ 生きがいセンタ ー職員給与不足のための報酬など

・ 補正額： 1, 091千円

◆令和５ 年度　 栄村簡易水道事業会計

補正予算（ 第２ 号）

・ 水道管等の修繕費

・ 補正額： 1, 200千円

◆栄村国民健康保険税条例の一部を改

正する条例の制定について

・ 県が保険税率の格差是正に向け、 令和４ 年度から 令和９ 年度にかけて、

税率の低い保険者の税率を段階的に引き 上げて、 税率の標準化を図る方

針に併せ条例改正を行う も の

◆栄村過疎地域持続的発展計画の変更

について

・ 義務教育学校を令和８ 年度から 開始するために、 計画に定めてある「 教

育の振興」 の条文を変更するも の

◆栄村固定資産評価審査委員会委員の

選任について

・ 広瀬隆司 氏（ 森）

・ 関谷美彦 氏（ 月岡）

―追加議案―

◆令和５ 年度　 栄村一般会計補正予算

（ 第５ 号）

・ 国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金による低所得世帯に係る

経費： 26, 303千円

・ 住民全てに一人当たり ８ 千円の商品券に係る経費： 13, 626千円

・ 村独自事業と し て、 国の物価高騰対応支援事業の対象と なら ない世帯の

住民一人当たり １ 万円を給付する経費： 11, 600千円

・ 補正額： 51, 529千円

―１ 月臨時会―

◆令和５ 年度栄村一般会計補正予算

（ 第６ 号）

・ ふるさ と 納税返礼品に係る経費及び基金積み立て経費： 3, 553千円

・ 低所得者世帯支援給付事業経費： 9, 358千円

・ 雪害対策費の修繕費： 600千円

・ 補正額： 13, 511千円

◆令和５ 年度地方創生道整備推進交付

金事業　 村道天代坪野線改良工事

　 工事請負契約の締結についての議決

の一部変更について

・ う 回路の整備と 仮説水路工等に係る工事費： 5, 467千円の増額

◆字区域変更について ・ 箕作の宅地造成工事に伴い、 字上原に字町浦の６ 筆を編入するも の
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◆令和５ 年度　 栄村予算推移◆

区　 　 分 当初予算 6 月補正 9 月補正
11月14日

専決・ 補正
12月補正 1 月補正 予算総額 増減額 増減率％ 構成比

一 般 会 計 3, 115, 000 51, 207 57, 816 3, 872 64, 632 13, 511 3, 306, 038 177, 527 105. 70

特　 別　 会　 計

国 民 健 康 保 険

（ 事業勘定）
234, 580 341 234, 921 341 100. 15 23. 6%

国 民 健 康 保 険

（ 施設勘定）
113, 939 2, 082 116, 021 2, 082 101. 83 11. 7%

秋 山 診 療 所 3, 842 3, 842 0 100. 00 0. 4%

後期高齢者医療 30, 326 30, 326 0 100. 00 3. 0%

介 護 保 険 432, 424 2, 521 16, 632 451, 577 19, 153 104. 43 45. 4%

介 護 サ ー ビ ス 9, 183 1, 091 10, 274 1, 091 111. 88 1. 0%

ス キ ー 場 119, 995 119, 995 0 100. 00 12. 1%

ケーブルテレビ 28, 721 28, 721 0 100. 00 2. 9%

特 別 会 計 合 計 973, 010 995, 677 22, 667 102. 33

事　 業　 会　 計

簡 易 水 道 事 業 185, 390 2, 835 1, 200 189, 425 4, 035 102. 18

下 水 道 事 業 113, 410 113, 410 0 100. 00

事 業 会 計 合 計 298, 800 302, 835 4, 035 101. 35

単位： 千円

意見書１ 件を提出

件　 　 名 意 見 書 内 容 送 付 先

食料・ 農業・ 農村

基本法の改定にあ

たっ て、 食料自給

率を法定の最重要

指標と するこ と を

求める意見書

　 政府は、 2024年の通常国会で、 食料・ 農業・ 農村基本法を見直し 、 新た

な「 基本法」 を制定するこ と を目指し ています。

　 日本のカ ロリ ー自給率38％は先進国の中でも 最低であり 、 穀物自給率28

％は世界185か国中129位です。

　 旧農業基本法以来、 自給率は一貫し て右肩下がり に低下し 続けてき まし

た。 現行の食料・ 農業・ 農村基本法では食料自給率の目標を食料・ 農業・

農村基本計画で定めると し ています。 し かし 、 ５ 次にわたる「 基本計画」

で食料自給率を引き 上げると さ れてきまし たが、 目標を達成し たこ と は一

度も あり ません。「 基本計画」 が閣議決定にと どまり 、 法的拘束力がなか

っ たこ と が目標未達成の一因だと 考えら れます。

　 政府の食料・ 農業・ 農村政策審議会基本法検証部会が本年５ 月に公表し

た「 中間と り まと め」 では、 食料自給率をさ まざまな指標中の一指標にす

ぎないも のと し 、 こ れまでの位置づけから 格下げし て、 食料自給率向上に

対する国の責任を放棄し よう と し ています。

　 いま、 世界的な食料危機が進行し 、「 食べたく ても 食べら れない」 人々

が増えている中、 国民の命を守るためには食料自給率向上がこ れまでにも

増し て重要と なっ ています。「 新基本法」 では、 食料自給率目標を 定める

基本計画を国会の承認を必要と するも のと し 、 政府は計画の達成度の検証

結果と 必要な政策の見直し を国会に報告するこ と を明記するこ と が必要だ

と 考えます。

　 以上、 食料・ 農業・ 農村基本法の見直し にあたっ て、 食料自給率目標を

法定の最重要指標と するこ と を栄村議会は強く 求めます。

内閣総理大臣

農林水産大臣
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財
政
、
安
定
し
た
行
財
政
運
営
の
基
礎
を
固

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

質
問

今
後
の
栄
村
を
考
え
る
に
あ
た

り
、
農
業
、
観
光
な
ど
生
産
基
盤

の
構
築
、
生
活
環
境
の
整
備
、
行
政
事
業
の

見
直
し
な
ど
、
何
が
必
要
な
の
か
、
ど
の
よ

う
な
行
政
運
営
を
し
て
い
く
の
か
。

村
長

栄
村
の
基
金
は
一
般
会
計
の
年
間

分
を
目
途
に
あ
ら
ゆ
る
財
源
と
し

て
緻
密
に
管
理
し
て
い
く
こ
と
が
安
定
し
た

行
政
上
で
の
要
で
あ
り
、
首
長
の
責
務
と
考

え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
の
中
で
、

産
業
の
発
展
と
い
う
観
点
か
ら
は
精
彩
を
欠

い
て
い
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
稲
作
を
核
と
す
る
地
域
づ
く
り
は
、
集
落

を
超
え
て
の
大
胆
な
編
成
が
必
要
。
農
家
の

実
態
に
踏
み
込
み
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。
観
光
は
、
今
の
観
光
推
進
組
織
の
構
え

を
再
構
築
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
大
き

な
課
題
と
し
て
取
り
組
む
。幹
線
道
路
整
備
、

特
に
４
０
５
号
、
長
瀬
横
倉
停
線
、
鳥
甲
線

を
整
備
。
教
育
体
制
の
新
た
な
構
え
を
構
築

な
ど
、
課
題
は
限
り
な
く
存
在
し
て
い
る

が
、
「
村
民
に
と
っ
て
い
か
に
必
要
な
事
業
」

か
を
選
択
し
順
番
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
。

　
政
治
は
希
望
、
合
理
性
で
は
図
り
え
な
い

領
域
、
夢
や
艶
の
部
分
、
お
だ
や
か
に
楽
し

く
暮
ら
せ
て
希
望
を
持
て
る
村
づ
く
り
を
全

力
で
進
め
て
い
く
。

で
の
リ
フ
ト
改
修
等
は
過
疎
債
の
対
象
と
な

っ
て
い
た
。
今
、
過
疎
債
を
国
が
認
め
な
い

の
は
非
常
に
不
可
思
議
な
こ
と
だ
。

　
昨
年
、
豪
雪
地
帯
対
策
基
本
計
画
の
変
更

が
あ
り
、
「
親
雪
・
利
雪
に
よ
る
個
性
豊
か

な
地
域
作
り
」
が
重
点
事
項
と
し
て
新
設
さ

れ
た
。
過
疎
債
を
認
め
な
い
の
は
そ
う
し
た

姿
勢
に
反
し
て
い
る
。
過
疎
債
の
適
用
を
前

面
に
出
し
て
方
策
を
詰
め
て
い
く
。

松
尾

長
野
県
庁
で
は
「
稼
げ
る
営
利
事

業
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
栄
村
の
ス
キ
ー
場
は

大
規
模
ス
キ
ー
場
の
よ
う
な
大
き
な
利
益
を

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
も
っ
と

県
・
国
に
対
し
て
言
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
震
災
前
、
30
数
名
が
ス
キ
ー
場
で
一
番
上

ま
で
行
っ
て
、
か
ん
じ
き
を
履
い
て
、
貝
立

山
に
登
る
冬
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
２
年
続
け

て
や
っ
た
。
「
か
ん
じ
き
を
使
っ
て
」
と
い

う
と
こ
ろ
が
み
そ
。
ま
さ
に
豪
対
基
本
計
画

の
要
件
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
て
い
る
。
そ
う
い

う
取
組
を
し
な
が
ら
財
源
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

村
長

か
ん
じ
き
で
若
い
人
た
ち
を
も
っ

と
集
め
て
く
る
、
住
対
策
や
活
性

化
対
策
と
し
て
ス
キ
ー
場
を
活
用
し
た
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
を
前
面
に
出
し
な

が
ら
、
過
疎
対
策
と
し
て
の
ス
キ
ー
場
だ
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
と
も
っ
と
出
す
必
要

が
あ
る
。
今
、
予
算
編
成
の
時
期
だ
が
、
詰

め
て
い
き
た
い
。

松
尾

ス
キ
ー
場
を
村
が
運
営
す
る
経
済

効
果
・
非
経
済
的
効
果
を
具
体
的

に
示
さ
れ
た
い
。
老
朽
化
に
伴
う
設
備
更
新

が
避
け
ら
れ
な
い
が
、
財
源
を
ど
う
確
保
す

る
か
、
国
県
に
対
し
て
何
を
望
む
か
。

村
長

ス
キ
ー
場
で
約
26
名
を
雇
用
し
、

１
，
９
０
０
万
円
。
ス
キ
ー
客
の

宿
泊
者
１
２
０
０
名
余
で
約
１
，
２
０
０
万

円
。
様
々
な
委
託
料
９
２
０
万
円
。
そ
の
他

合
計
で
約
７
，
９
０
０
万
円
が
村
内
で
循
環

す
る
。
さ
ら
に
、
非
経
済
効
果
が
大
事
な
と

こ
ろ
。「
冬
は
何
も
な
い
栄
村
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
か
ら
脱
却
し
、
村
に
ス
キ
ー
場
が
あ

る
と
い
う
誇
り
、
冬
期
の
交
流
人
口
を
増
加

で
き
る
こ
と
な
ど
、
定
住
人
口
増
へ
大
き
な

魅
力
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
ス
キ
ー
場
は
過
疎
対
策
と
し
て
過
疎
債
の

適
用
を
受
け
て
設
立
し
た
。
平
成
26
年
度
ま

質
問

村
長
就
任
か
ら
３
年
７
か
月
（
12

月
現
在
）
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に

振
り
回
さ
れ
る
中
、
村
民
と
の
公
約
は
達
成

で
き
た
の
か
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

村
長

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
お
い
て
は
、
村

民
が
感
染
防
止
対
策
に
真
摯
に
取

り
組
ま
れ
、
職
員
が
結
束
し
て
対
応
し
、
村

民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
公
共
事
業
で
は
、
月
岡
・
箕
作
地
区
の
堤

防
築
堤
、
初
の
宅
地
造
成
事
業
、
天
代
坪
野

線
北
野
地
区
の
道
路
改
良
、
北
野
天
満
温
泉

の
温
泉
棟
の
新
築
工
事
、
雪
害
か
ら
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
保
護
の
た
め
の
伐
採
事
業
、
若
者
向

け
村
営
住
宅
の
建
設
で
確
実
に
人
口
減
少
に

ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
事
業
に
取
り
組

み
、
村
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施
策
を
縮
小

す
る
こ
と
な
く
公
約
の
第
一
に
掲
げ
た
健
全

村　 長

村　 長

経
済
効
果
は
約
７
，
９
０
０

万
円
。
非
経
済
効
果
は
さ
ら

に
高
い
。財
源
確
保
に
は
過

疎
債
が
重
要
。

お
だ
や
か
に
楽
し
く
暮
ら

せ
、
希
望
を
持
て
る
村
づ
く

り
を
全
力
で
進
め
て
い
く
。

ス
キ
ー
場
の
経
済
効
果
、

非
経
済
効
果
、
さ
ら
に
今

後
の
施
設
改
修
の
財
源

確
保
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

今
後
の
栄
村
、
ど
の
よ

う
な
行
政
運
営
を
し
て

い
く
の
か
。

松
尾

　
眞
議
員

保
坂
良
徳
議
員

今
後
の
村
政
に
つ
い
て
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山
や
ト
レ
イ
ル
、
ス
キ
ー
場
で
の
体
験
、
こ

う
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
こ
そ
が
重
要
。
今

年
は
、
信
越
ト
レ
イ
ル
の
野
々
海
高
原
管
理

棟
を
新
設
。
拠
点
施
設
と
し
て
、
避
難
所
機

能
を
持
ち
、
信
越
ト
レ
イ
ル
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
施
設
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

質
問

栄
村
に
は
、
春
の
山
菜
、
米
、
多

く
の
野
菜
、
キ
ノ
コ
等
の
本
物
素

材
が
あ
る
。
こ
う
し
た
農
産
物
、
古
道
や
石

仏
、
城
跡
な
ど
の
歴
史
的
文
化
遺
産
、
猫
つ

ぐ
ら
な
ど
の
特
産
品
を
活
か
し
た
旅
行
商
品

開
発
を
進
め
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
観
光
施

設
の
老
朽
化
に
よ
る
改
修
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

村
長

観
光
資
源
と
い
う
価
値
そ
の
も
の

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ
の

地
域
に
あ
る
自
然
や
産
物
、
人
々
の
暮
ら
し

な
ど
、
す
べ
て
が
村
の
資
源
で
あ
り
、
魅
力

で
あ
る
。
単
な
る
観
光
客
を
求
め
る
で
は
な

く
、
観
光
か
ら
の
交
流
、
食
も
含
め
、
人
と

人
の
繋
が
り
が
生
ま
れ
て
来
る
観
光
を
求
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

　
観
光
施
設
つ
い
て
は
、
観
光
客
の
形
態

が
、
か
つ
て
の
温
泉
滞
在
型
か
ら
登
山
や
キ

ャ
ン
プ
な
ど
の
自
然
体
験
型
へ
と
変
化
し
て

い
る
。
ど
の
地
域
に
ど
う
い
う
施
設
が
必
要

か
、
村
の
観
光
施
設
は
、
将
来
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
踏
ま
え
た
上
で
検
討
を
進
め
た
い
。

て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
実
践
に
取
り
組
む

こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
。
村
民
や
そ
う
で
な

い
方
か
ら
も
こ
う
し
た
こ
と
に
取
り
組
ま
れ

る
方
々
を
期
待
し
、
貴
重
な
提
案
と
し
て
承

り
た
い
。

質
問

薬
効
植
物
は
、
人
の
体
を
治
す
力

を
蓄
え
る
の
に
は
時
間
が
か
か

る
。
キ
キ
ョ
ウ
で
２
～
３
年
、
キ
ハ
ダ
で
15

～
20
年
、
樹
皮
、
葉
、
根
な
ど
に
手
を
加
え

る
と
保
存
が
で
き
、
村
民
の
健
康
に
貢
献
で

き
る
と
思
う
。

　
村
の
新
し
い
仕
事
や
健
康
の
た
め
に
も
、

薬
膳
の
振
興
、
薬
効
植
物
の
調
査
、
栽
培
の

研
究
な
ど
多
方
面
の
角
度
か
ら
関
係
機
関
、

研
究
者
な
ど
と
協
議
、
取
り
組
み
に
つ
い
て

村
の
考
え
を
伺
う
。

村
長

薬
草
の
持
つ
力
は
大
事
だ
。
い
ろ

い
ろ
な
方
々
か
ら
勉
強
を
し
な
が

ら
試
す
こ
と
も
あ
っ
て
い
い
と
思
う
。
村
民

の
方
々
に
も
紹
介
す
る
こ
と
も
大
事
だ
と
考

え
る
。
予
算
に
つ
い
て
は
相
談
を
し
な
が
ら

進
め
た
い
。

質
問

村
土
の
93
％
を
山
林
原
野
が
占
め

る
日
本
一
の
豪
雪
地
帯
で
、
四
季

が
は
っ
き
り
し
た
自
然
環
境
、
温
泉
や
独
特

の
歴
史
文
化
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の

活
用
に
よ
る
観
光
施
策
が
重
要
で
あ
る
。
令

和
３
年
度
の
観
光
客
数
は
、
コ
ロ
ナ
前
の
３

割
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
観
光
志
向
の
変
化

に
よ
り
、
地
域
自
ら
が
観
光
資
源
を
発
掘
し
、

地
域
の
文
化
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
を
観

光
に
活
か
し
つ
つ
観
光
商
品
化
を
進
め
る
こ

と
が
重
要
。
自
然
や
里
山
を
歩
く
事
そ
の
も

の
を
楽
し
む
信
越
ト
レ
イ
ル
は
新
た
な
観
光

の
形
と
な
る
。
自
然
体
験
型
観
光
へ
の
村
長

の
見
解
は
。

村
長

栄
村
に
お
い
て
は
、
苗
場
山
を
は

じ
め
と
す
る
雄
大
な
自
然
や
独
特

の
気
候
、
そ
し
て
風
土
を
活
用
し
た
山
岳
登

質
問

村
内
70
歳
以
上
の
方
々
か
ら
「
最

近
、
体
の
あ
ち
こ
ち
具
合
が
悪
く

て
困
っ
た
も
ん
だ
」
「
健
康
で
い
た
い
」
と

い
う
話
を
よ
く
聞
く
。

　
そ
こ
で
、
健
康
人
生
１
０
０
歳
を
目
指
す

時
代
の
中
で
、
村
民
の
健
康
促
進
の
た
め
、

村
の
薬
効
植
物
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
栄
村
の
薬
効
植
物
の

資
源
と
し
て
の
自
然
活
用
を
ど
う
思
う
の
か

伺
う
。

村
長

体
の
不
調
に
つ
い
て
は
、
特
に
歳

を
重
ね
る
ご
と
に
、
村
民
の
み
な

ら
ず
、
全
人
類
が
関
係
し
て
く
る
症
状
か
と

思
う
。

　
村
内
に
お
い
て
は
、
昔
か
ら
山
林
原
野
、

野
原
な
ど
に
薬
効
や
漢
方
薬
と
し
て
利
用
で

き
る
山
野
草
が
自
生
し
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
栄
村
の
資
源
を
有
効
に
活
か
し

村　 長

村　 長

観
光
需
要
の
変
化
に
よ

り
、
自
然
体
験
型
へ
と

転
換
。
交
流
、
食
、
人

と
人
と
の
繋
が
り
か

ら
生
ま
れ
る
観
光
へ
。

貴
重
な
提
案
と
し
て

承
る
。

今
後
の
観
光
振
興
策
は
。

目
指
せ
！ 

健
康
人
生

１
０
０
歳
!!

保
坂
眞
一
議
員

島
田
伯
昭
議
員

自
然
体
験
型
観
光
の
推
進
に
つ
い
て

地
域
資
源
活
用
に
よ
る
観
光
振
興
と
今

後
の
観
光
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

村
民
の
た
め
の
薬
効
植
物
に

つ
い
て

ド ク ダミ ： ド ク ダミ 茶は、 高血圧予

防、 肩こ り 、 むく み、 冷え性、 便秘

など様々な効果が期待でき る
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移
住
・
定
住
、
空
き
家
バ
ン
ク
対
策
は
ど
の

よ
う
な
展
開
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

村
長

村
に
は
、
移
住
の
心
得
と
い
っ
た

よ
う
な
文
章
で
の
取
り
決
め
は
な

い
が
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
物
件
の
購
入
や
、

賃
貸
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ
の
対
応
は
、

移
住
者
と
地
域
住
民
の
方
々
が
良
好
な
関
係

を
築
け
る
よ
う
村
と
し
て
職
員
が
細
部
に
わ

た
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
村
で
暮
ら
し
て
い

く
上
で
欠
か
せ
な
い
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
お

力
を
借
り
な
が
ら
移
住
を
希
望
さ
れ
る
皆
さ

ん
の
思
い
と
行
き
違
い
や
誤
解
が
起
き
な
い

よ
う
に
地
域
で
の
行
事
や
ル
ー
ル
な
ど
に
つ

い
て
歓
談
等
で
丁
寧
な
説
明
を
き
め
細
か
く

行
い
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
絶
対

必
要
だ
と
考
え
る
。

建
設
課
長

移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
に

は
、
担
当
職
員
か
ら
、
村

で
の
暮
ら
し
、
雪
国
で
あ
る
こ
と
等
暮
ら
し

の
話
、
地
域
に
は
区
費
や
共
同
作
業
、
地
域

の
行
事
へ
の
参
加
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
大
切
さ
を
説
明
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
区
長
さ
ん
や
ご
近
所
の
皆
さ
ん
と

お
茶
飲
み
の
機
会
を
設
け
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ

の
行
事
だ
と
か
活
動
に
つ
い
て
も
お
話
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
移
住

後
に
つ
い
て
も
「
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
い
っ
た
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

易
委
託
駅
乗
車
券
販
売
委
託
業
務
が
あ
る
。

当
面
は
現
状
維
持
だ
が
、
人
材
確
保
が
困
難

な
場
合
は
、
施
設
の
運
営
及
び
委
託
業
務
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
村
内
の
各
事
業
者
も
慢
性
的
な
人
材
不
足

で
、
特
に
介
護
職
員
の
確
保
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
働
く
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
く
な

れ
ば
、
役
場
や
社
協
で
も
事
業
所
の
運
営
が

で
き
な
く
な
る
。
人
材
確
保
を
含
め
、
そ
こ

に
暮
ら
す
住
民
と
一
緒
に
考
え
課
題
解
決
に

向
け
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

建
設
課
長

村
直
営
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
年
齢
構
成
は
、
６
割
が

60
歳
代
。
大
型
特
殊
免
許
の
取
得
、
建
設
機

械
運
転
技
能
講
習
な
ど
の
補
助
の
紹
介
を
含

め
、
村
民
や
移
住
者
の
人
材
確
保
に
努
め
て

い
る
。
今
年
度
よ
り
除
雪
管
理
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
負
担
の
軽
減
、

ま
た
人
材
確
保
に
加
え
て
、
除
雪
の
手
法
も

検
討
し
て
い
く
。

質
問

各
集
落
の
人
口
や
年
齢
構
成
に
応

じ
た
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
住
民

の
負
担
を
軽
減
す
る
対
策
は
あ
る
か
。

総
務
課
長

令
和
４
年
度
か
ら
役
場
か

ら
区
に
委
託
し
て
い
る
役

員
に
つ
い
て
は
正
副
区
長
、
公
民
館
長
、
公

民
館
主
事
、
保
健
推
進
員
、
統
計
調
査
員
に

減
ら
し
た
。
し
か
し
、
森
林
組
合
・
農
協
・

各
種
協
会
か
ら
の
依
頼
で
、
結
局
大
人
数
に

な
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
村
で
も
改
革

を
進
め
て
負
担
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
い
る
。

質
問

行
政
か
ら
住
民
に
委
託
し
て
い
る

業
務
の
ほ
と
ん
ど
が
公
共
施
設
の

管
理
に
関
わ
る
も
の
。
今
後
の
人
材
不
足
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

村
長

人
材
不
足
は
、
多
く
の
自
治
体
や

国
・
県
が
抱
え
る
課
題
。
村
の
委

託
事
業
は
、
住
民
生
活
に
直
結
す
る
も
の
な

の
で
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
、
情
報
を
集

め
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
に
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

質
問

委
託
事
業
の
中
で
事
業
の
見
直
し

を
考
え
て
い
る
も
の
は
あ
る
か
。

ま
た
、
住
民
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た

め
に
は
、
冬
期
の
除
雪
、
介
護
に
関
す
る
分

野
は
重
要
な
役
割
を
担
う
が
、
人
材
確
保
に

対
す
る
対
策
は
あ
る
か
。

民
生
課
長

民
生
課
で
は
、
栄
村
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ｒ
簡

質
問

移
住
者
は
、
令
和
元
年
１
名
だ
っ

た
も
の
が
、
２
年
３
名
、
３
年
５

名
、
４
年
10
名
、
５
年
は
移
住
準
備
組
を
含

め
る
と
20
名
と
な
っ
て
い
る
。
多
様
な
移
住

者
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
充
実
し
て
い
く
村

の
考
え
に
即
し
た
数
が
見
え
る
。
人
口
減
少

か
ら
見
る
空
き
家
バ
ン
ク
で
は
、
人
口
減
少

対
策
と
し
て
も
効
果
を
見
せ
て
い
る
。
し
か

し
、
「
移
住
者
と
地
元
住
民
が
良
好
の
関
係

を
」
と
い
う
と
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
地
域
の
発
展
に
双
方
同
じ
方
向
に

向
き
合
う
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
不
特
定
の

方
が
来
ら
れ
る
の
で
、「
移
住
・
定
住
の
心
得
」

な
ど
用
意
し
、
理
解
を
求
め
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
が
、
ど
う
思
う
か
。

　
「
迎
え
入
れ
る
た
め
の
世
話
役
係
の
用
意

も
必
要
」
と
前
向
き
の
話
を
さ
れ
て
い
る
が
、

村　 長

村　 長

村
の
委
託
業
務
は
、住
民
生
活
に
直

結
す
る
も
の
ば
か
り
で
、住
民
サ
ー

ビ
ス
の
継
続
に
努
め
て
い
く
。

移
住
者
と
地
域
住
民
が
良

好
な
関
係
を
築
け
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

に
伴
う
人
材
不
足
と
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
。

移
住
・
定
住
・
空
き

家
バ
ン
ク
対
策
に
つ

い
て
。

魚
田
清
美
議
員

相
澤
博
文
議
員

こ
れ
か
ら
の
人
材
不
足
に
つ
い
て

移
住
・
定
住
と
空
き
家
バ
ン

ク
に
つ
い
て
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と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

　
懇
談
会
の
参
加
者
は
延
べ
３
３
７
名
、
保

育
園
に
通
う
子
供
を
持
つ
保
護
者
の
参
加
は

51
名
。
現
在
、
園
児
は
26
名
。
小
学
校
に
通

う
子
供
を
持
つ
保
護
者
の
参
加
者
は
31
名
。

現
在
、
小
学
校
の
在
籍
43
名
。
中
学
校
に
通

う
子
供
を
持
つ
保
護
者
の
参
加
は
10
名
。
中

学
校
は
現
在
18
名
在
籍
。
懇
談
会
の
参
加

で
、
保
、
小
、
中
に
通
う
子
供
の
祖
父
母
や

親
せ
き
、
子
供
や
孫
の
い
な
い
方
の
参
加
者

は
２
４
１
名
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
声
と
し
て
「
今
の

教
育
が
こ
こ
ま
で
多
様
に
な
っ
て
い
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
」「
本
当
に
栄
村
の
大
転
換

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
等
、
教
育
の
本
質

に
迫
る
話
し
合
い
が
な
さ
れ
て
き
た
。

質
問

現
在
ど
の
段
階
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。

教
育
長

専
門
の
建
築
士
に
業
務
委
託

を
す
る
必
要
が
あ
り
、
長
野

市
の
㈱
宮
本
忠
長
建
築
設
計
事
務
所
に
決
ま

り
、
村
民
の
思
い
を
具
体
的
な
形
に
し
て
い

く
計
画
。

質
問

中
高
一
貫
校
へ
行
く
生
徒
も
い
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
た
だ
け
る
の
か
。
小
学
校
の
卒
業
式
、

中
学
校
の
入
学
式
な
ど
、
節
目
の
行
事
は
ど

う
な
る
か
。

教
育
長

途
中
か
ら
他
校
に
転
向
し
て

も
問
題
な
い
。
節
目
の
行
事

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
話
し
合
い
の
中
で
方

向
を
決
め
て
い
く
。

っ
て
い
る
。

質
問

急
な
出
動
を
要
請
さ
れ
る
除
雪
車

両
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の
支
援
は

十
分
か
。
ま
た
、
救
急
車
を
呼
び
に
く
か
っ

た
り
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
不
安
に
思
っ
て

い
る
村
民
は
多
い
が
、
救
急
車
を
呼
ぶ
し
か

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

建
設
課
長

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
出
ら
れ

な
い
場
合
は
、
私
ど
も
職

員
の
方
で
調
整
さ
せ
て
い
き
た
い
。

質
問

村
内
の
食
品
や
雑
貨
な
ど
の
商
店

は
減
少
し
続
け
、
現
在
残
る
店
舗

は
わ
ず
か
。
商
品
を
購
入
す
る
客
側
へ
の
支

援
と
、
商
店
側
へ
の
支
援
を
何
か
考
え
て
い

る
か
。

村
長

移
動
購
買
車
に
つ
い
て
は
、
実
際

出
し
て
い
る
企
業
へ
の
配
慮
も
必

要
。
村
と
し
て
タ
ク
シ
ー
の
補
助
と
か
、
い

ろ
い
ろ
や
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
か
ら
提
案
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

民
生
課
長

障
害
者
お
よ
び
75
歳
以
上

で
村
民
税
非
課
税
世
帯
の

者
、
運
転
免
許
証
を
持
っ
て
な
い
者
に
対
し
、

タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
券
と
し
て
１
万
２
，

０
０
０
円
、
秋
山
地
区
は
２
万
４
，
０
０
０

円
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

商
工
観
光
課
長

直
接
的
に
村
か
ら

商
店
へ
の
支
援
と

い
う
と
こ
ろ
は
な
か
な
か
難
し
い
。
栄
村
商

工
会
に
お
い
て
、
各
種
の
経
営
相
談
や
、
県

や
国
の
助
成
金
、
補
助
金
の
窓
口
と
な
り
商

店
等
に
活
用
し
て
頂
い
て
い
る
。
今
後
も
商

工
会
を
通
し
て
支
援
を
継
続
し
た
い
。

質
問

こ
の
懇
談
会
に
参
加
さ
れ
た
人
数

は
、
総
勢
何
人
参
加
さ
れ
て
、
そ

の
内
、
小
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
児
童
の
保

護
者
の
人
数
、
ま
た
保
育
園
に
上
が
る
園
児

の
保
護
者
の
数
、
割
合
等
は
。
住
民
か
ら
は

ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
か
。

教
育
長

「
み
ん
な
で
学
校
を
創
ろ

う
！
」
は
、
昨
年
６
月
９
日

を
１
回
目
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
今
年
の
10
月

22
日
で
12
回
目
を
迎
え
る
。

　
村
の
教
育
に
つ
い
て
、
全
村
民
を
対
象
に

懇
談
会
を
開
催
。
決
し
て
初
め
か
ら
統
合
あ

り
き
の
議
論
で
は
な
く
、
「
村
の
将
来
を
担

う
子
供
た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
教
育
が

望
ま
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
ほ
し

い
の
か
」
を
軸
に
話
し
合
い
を
進
め
た
結
果
、

小
中
学
校
の
統
合
と
い
う
形
が
ふ
さ
わ
し
い

質
問

国
道
１
１
７
号
線
以
外
の
村
内
の

道
路
は
夜
間
除
雪
さ
れ
な
い
。
大

雪
の
日
は
積
雪
に
よ
っ
て
車
が
通
れ
な
い
。

そ
う
い
っ
た
時
の
救
急
時
は
ど
の
よ
う
な
除

雪
体
制
に
あ
り
、
将
来
的
に
改
善
す
る
計
画

は
あ
る
か
。

村
長

私
も
過
日
、
北
信
建
設
事
務
所
長
、

十
日
町
地
域
振
興
局
長
の
と
こ
ろ

に
出
向
い
て
、「
こ
の
冬
の
除
雪
体
制
、
緊
急

時
に
つ
い
て
も
最
善
の
万
全
の
体
制
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
お
願
い
し
て
き
た
。

建
設
課
長

救
急
要
請
が
あ
っ
た
場

合
、
救
急
車
か
ら
の
連
絡

で
除
雪
車
両
が
出
動
す
る
と
い
う
体
制
に
な

教育長

村　 長建設課長

本
質
に
迫
る
話
し
合
い

が
な
さ
れ
て
き
た
。

北
信
建
設
事
務
所
長
、

十
日
町
地
域
振
興
局
長

に
要
望
し
て
い
る
。

救
急
要
請
が
あ
れ
ば
、
救

急
車
か
ら
の
連
絡
で
除
雪

車
両
が
出
動
す
る
。

「
み
ん
な
で
学
校
を
創

ろ
う
！
」
懇
談
会
で
の

話
し
合
い
は
。

冬
期
夜
間
の
救
急
時
の
除

雪
体
制
に
つ
い
て
、
改
善

す
る
計
画
は
あ
る
か
。

月
岡
利
郎
議
員

山
上
宏
晃
議
員

「
み
ん
な
で
学
校
を
創
ろ

う
！
」
を
開
催
し
て

冬
期
夜
間
の
救
急
時
の
除
雪

体
制
に
つ
い
て

買
い
物
支
援
に
つ
い
て
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12月火災・ 救助・ 救急出動件数

最高気温 1 7 ℃ 1 2 月９ 日㈯

最低気温 − 3 .9 ℃ 1 2 月2 4 日㈰

平均気温 3 .3 ℃ 総 雨 量 2 2 5 .5 ㎜

栄村の気象（ 12月）

世帯数 7 8 1 世帯 前月比＋3

人　 口 1 ,5 9 1 人 − 1

男 7 5 4 人 ±0

女 8 3 7 人 − 1

出生 １

死亡 １

転入 １

転出 ２

世帯と 人口（ １ 月１ 日現在） 12月中の異動

火災 救助 救急 栄村の搬送医療機関

飯 山 市 1 0 1 1 3 飯山日赤 9

津南病院 2

そ の 他 5

不 搬 送 0

合　 　 計 1 6
十日町地域消防署と
の応援協定による出
動を含みます。

木 島 平 村 0 0 2 0

野沢温泉村 0 0 2 6

栄 村 0 0 1 4

管 轄 外 等 0 0 0

気をつけて　 はじ めはすべて　 小さ な火

２ 月の納税等
○固定資産税　 　 　 ○国民健康保険税

○介護保険料　 　 　 ○後期高齢者医療保険料

○村営住宅料　 　 　 ○ケーブルテレ ビ 使用料

○教員住宅使用料　 ○合併浄化槽使用料

○保育料 ○農業集落排水処理使用料

○簡易水道料　 　 　 ○温泉休憩所使用料

○学童保育料　 　 　 ○雪害救助負担金

生活カ レンダー

※振替指定口座の残高を事前にご確認く ださ い。

納期限は　 2 月2 9 日㈭　 です

口座振替日
　 農協・ 郵便局　 　 　 ２ 月2 2 日㈭
　 八十二銀行・ 県信　 ２ 月2 6 日㈪

〈 登録方法〉

　 右の二次元コ ード を読み取り 、 追加又は以下の

方法で登録し てく ださ い。

①LIN Eアプリ を開き、検索で「 栄村」

　 と 入力

②LIN Eアプリ を開き、「 友だち追加」

　 のID 検索で＠sakaevillと 入力

村の情報はLINEでも 配信しています。

ぜひお友達登録をお願いします。

月２
【
保
育
園
開
放
日
】

日
時
：
６
日
㈫
、
20
日
㈫

　
　
　
午
前
９
時
か
ら

場
所
：
北
信
保
育
園

【
子
育
て
相
談
日
】

日
時
：
14
日
㈬

　
午
前
９
時
か
ら

場
所
：
ひ
な
た
ぼ
っ
こ

【
乳
児
検
診
】

日
時
：
26
日
㈪

　
午
後
１
時
10
分
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室

【
幼
児
検
診
】

日
時
：
3
月
4
日
㈪

　
　
　
午
後
１
時
10
分
か
ら

場
所
：
集
団
検
診
室

子
ど
も
・
子
育
て

行
事
・
そ
の
他

【
集
い
の
場 

に
じ
い
ろ
】

日
時
：
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

　
　
　
10
時
30
分
か
ら

場
所
：
診
療
所
２
階

http://www.vill.sakae.nagano.jp

